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滋賀県文化振興関連事業一覧
１　文化プログラムの推進による文化的資産の活用・発信

重点施策１　文化による本県ブランド力の向上と国内外への効果的な発信
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

琵琶湖博
物館

研究事業 「湖と人間」というテーマに沿って、幅広いテーマで学芸職員のみならず地域の研究者や住民とともに
調査・研究に取り組む。

23,293 25,389

モノづくり
振興課

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

モノづくり
振興課

スカーレット放映を活かした
信楽焼おもてなし発信事
業

連続テレビ小説「スカーレット」の放映をきっかけとして観光に訪れた方等に対して、ドラマの主人公のよ
うな女性陶芸家の作品展や写真展、講演会、親子やきもの体験講座を開催することにより、信楽焼
の魅力を発信し、陶芸の森への誘客につなげるとともに、信楽焼の購買、認知度の向上を図る。

ー 2,400

新規

文化芸術
振興課

東京オリンピック・パラリンピッ
ク文化プログラム推進事業

東京オリンピック・パラリンピックに向けて若手芸術家の発表の機会を提供するとともに、国内外で活躍
する芸術家の指導等により、滋賀の文化を担う若手を育成する。また、学校等と連携したワークショッ
プや国際色豊かな音楽会を開催し、文化プログラム発信の気運を醸成する。

11,184 12,631

文化芸術
振興課

美術館広報宣伝事業 展覧会等の広報のため、ラジオによる広告や関西の美術館・博物館等が参加している「ミュージアムぐ
るっとパス」に参加し美術館の入館者数の増加を図る。

－ －

文化芸術
振興課

美術館広報・マーケティング
事業

新生美術館のオープンに向けて、期待感の醸成と開館後の集客につながるプロモーションやコンセプト
ブックを作成する。

5,500 0

県立図書
館

書庫見学会の実施 利用者が日頃目にすることがなく、要望も高い書庫内の見学（文化ゾーン内の各施設と連携し、年
３回実施）を通して、資料の収集、整理や保存の大切さを知ってもらうとともに、貴重なものを含む、
様々な資料を身近に見ていただくことにより、文化芸術に触れるきっかけとなる機会を提供する。

－ －

観光振興
局

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

観光振興
局

忍者を活用した観光誘客
促進事業

忍者を日本固有の文化資産として情報発信するとともに、国内外からの観光誘客を促進するため、
関係自治体等により設立された日本忍者協議会に対して負担金を拠出する。

500 500

観光振興
局

日本遺産・琵琶湖魅力発
信事業

日本遺産の認定を通じて、祈りと暮らしを映す水遺産＝「水の文化」を軸に、地域ならではの素材を
活かし、訪問者と対話し体験を共有する地域づくりを進める中で、その魅力を発信し、観光誘客の促
進を図るとともに、地域の持続的な活性化につながるツーリズムの確立のため、受入環境整備や広報
による認知度向上や商品造成を促進し、観光周遊の促進を図る。

4,100 4,100

文化財保
護課

安土城考古博物館管理
運営費

安土城考古博物館のテーマである城郭と考古を中心とした展示、普及啓発事業等をはじめとする施
設の管理運営を指定管理者に委託し、実施する。

134,779
(指定管理料）

135,457
(指定管理料） 内数

モノづくり
振興課 再

スカーレット放映を活かした
信楽焼おもてなし発信事
業

連続テレビ小説「スカーレット」の放映をきっかけとして観光に訪れた方等に対して、ドラマの主人公のよ
うな女性陶芸家の作品展や写真展、講演会、親子やきもの体験講座を開催することにより、信楽焼
の魅力を発信し、陶芸の森への誘客につなげるとともに、信楽焼の購買、認知度の向上を図る。

ー 2,400
新規

モノづくり
振興課

滋賀の地域産業成長戦
略支援事業

本県の優れた地域資源である地場産業等の「稼ぐ力」を高め、地方創生の核となる新たな成長産業
として育成するため施策推進協議会の運営を行うとともに、時代の変化に適合する新たな取組を総
合的、継続的に支援する。

24,899 23,900

モノづくり
振興課

地場産業新戦略支援事
業

地域の歴史、風土などに育まれた地域資源を活かし、地域経済の基盤となってきた地場産業のブラン
ド力を高め、産地の活性化を図るため、地場産業のブランド構築に向けた取組や産地独自の技能や
技術の継承を行う取組に対して助成を行う。

0 0
廃止

モノづくり
振興課 再

滋賀の地域産業成長戦
略支援事業

本県の優れた地域資源である地場産業等の「稼ぐ力」を高め、地方創生の核となる新たな成長産業
として育成するため施策推進協議会の運営を行うとともに、時代の変化に適合する新たな取組を総
合的、継続的に支援する。

24,899 23,900

モノづくり
振興課 再

地場産業新戦略支援事
業

地域の歴史、風土などに育まれた地域資源を活かし、地域経済の基盤となってきた地場産業のブラン
ド力を高め、産地の活性化を図るため、地場産業のブランド構築に向けた取組や産地独自の技能や
技術の継承を行う取組に対して助成を行う。

0 0
廃止

モノづくり
振興課

地域ブランド戦略フォーラム 産学官金ならびに生産から販売までの関係者、県下の全自治体等を対象としたプラットフォームを形
成することにより、効果的・効率的な地域ブランドの構築を図る。

770 760

中小企業
支援課
モノづくり
振興課

来て、見て、ふれ「メイド・イ
ン滋賀」魅力発信・体験事
業

情報発信拠点「ここ滋賀」等において、本県の地場産業や伝統的工芸品の魅力を消費者等に発信
し、体感いただくことで、県産品の消費拡大や本県への来訪者の拡大を図る。

5,970 5,300

中小企業
支援課

滋賀県伝統的工芸品販
売促進支援事業

県内およびここ滋賀にて伝統的工芸品の販売会を実施することで、事業者の新規顧客獲得・販路
の拡大をしていくために必要な、消費者の動向や市場のニーズを把握する。

1,223
新規

中小企業
支援課

滋賀県伝統的工芸品販
路開拓支援事業

日本最大の国際見本市である「東京インターナショナルギフトショー」へ滋賀県としてブースを出展する
ことで、新規顧客の獲得や販路の拡大を通して、県内伝統的工芸品製造事業者の経営基盤の強
化を図り、事業承継に備える。

2,200
新規

中小企業
支援課

伝統的工芸品新商品開
発等支援事業

伝統的工芸品の振興のために必要なノウハウ等を有する者を製造業者へ派遣し、製造業者とともに
新商品の開発、販路の開拓、製造業者の資質向上のための取り組みを行うことで製造業者を総合
的にプロデュースする。

3,273 3,273

水産課 水産物流通促進対策事
業

びわ湖産魚介類を用いた加工品品評会の開催。 500 500

文化芸術
振興課

美術館地域連携プログラム
事業

新たな美術館が地域との結びつきを深め、「美の滋賀」の拠点としての機能を果たすことができるよう近
代美術館学芸員等が県内各地に出向き、施設や団体等との協働で出前トークやワークショップ等を
行う。

－ －
組替

文化芸術
振興課

みんなで創る美術館プロ
ジェクト事業

新たな美術館が地域や社会とつながりながら美の魅力を発信し、滋賀を元気にする「美の滋賀」の拠
点としての役割を果たすことができるよう地域の施設や団体等との連携を深め、「新生美術館見本市
（美の糸口アートにどぼん）」や「「美術館－学校」連携授業プロジェクト」、「たいけんびじゅつかん」、
「アウトリーチ事業」、「出前トーク事業」等を実施する。

27,212 19,846

文化芸術
振興課

美術館整備事業 近代美術館の再開間に向けた喫緊の課題である老朽化対策への取組、琵琶湖文化館の機能継
承についての検討などに取り組む。

49,000 80,042

オ 地場産業や伝統
工芸品のブランド構
築など

②魅力
ある文化
的資産
の発信・
交流の
促進

ア 「美の滋賀」の発信
拠点としての新生
美術館の整備
※重点７②アに再
掲

①観光・
産業分
野との連
携による
魅力ある
文化的
資産の
活用

イ 文化施設の連携、
協働による事業展
開
※重点７②エ，９
①カに再掲

エ 「生活文化」に基づ
く文化のブランドの
発信

県立文化施設にお
ける観光や地域と
連携した事業展開

ア

歴史文化資産や
文化施設などを活
用した観光振興

ウ



滋賀県文化振興関連事業一覧
１　文化プログラムの推進による文化的資産の活用・発信

重点施策１　文化による本県ブランド力の向上と国内外への効果的な発信
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

文化芸術
振興課 再

東京オリンピック・パラリンピッ
ク文化プログラム推進事業

東京オリンピック・パラリンピックに向けて若手芸術家の発表の機会を提供するとともに、国内外で活躍
する芸術家の指導等により、滋賀の文化を担う若手を育成する。また、学校等と連携したワークショッ
プや国際色豊かな音楽会を開催し、文化プログラム発信の気運を醸成する。

11,184 12,631

文化芸術
振興課

近江文化発見・発信事業 滋賀ゆかりの文学作品等を通じて、県民が滋賀の歴史・風土・文化等を改めて認識し、地域への愛
着を深めるとともに、その魅力を発信するため、学生によるフィールドワークや、その成果を発信する取
組を行う。
　また、様々な歴史小説の舞台となっている安土城をテーマとして、歴史家、小説家、建築家などの
様々な視点から安土城を紐解く連続講座を開催する。

1,830 2,945
H27
繰越

ウ 文化人などをテーマ
とした事業の多様
な主体による推進

文化芸術
振興課

再

近江文化発見・発信事業 滋賀ゆかりの文学作品等を通じて、県民が滋賀の歴史・風土・文化等を改めて認識し、地域への愛
着を深めるとともに、その魅力を発信するため、学生によるフィールドワークや、その成果を発信する取
組を行う。
　また、様々な歴史小説の舞台となっている安土城をテーマとして、歴史家、小説家、建築家などの
様々な視点から安土城を紐解く連続講座を開催する。

1,830 2,945
H27
繰越

琵琶湖博
物館

資料整備事業 琵琶湖とその集水域をはじめ、日本・世界の湖沼地域において自然と文化に関わる物や情報といった
資料を体系的に収集・整理・保存を行う。

98,539 99,761

琵琶湖博
物館

展示事業(企画展) 博物館で行っている研究の成果を基に、オリジナル性を重視した企画展示を開催する。 9,248 8,531

琵琶湖博
物館

展示事業（常設展） 「湖と人」のよりよい共存関係をめざして、琵琶湖等の地学、歴史、環境、水族の展示を実施する。 65,588 65,615

琵琶湖博
物館

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

琵琶湖博
物館

環境学習センター事業 県民や各種団体などが行う環境学習や活動がよりよいものとなっていくのを応援するため、情報の提
供、交流機会の提供、環境学習関連の各主体の連携等に取り組む環境学習センターを運営する。

2,928 2,988

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

文化財保
護課 再

安土城考古博物館管理
運営費

安土城考古博物館のテーマである城郭と考古を中心とした展示、普及啓発事業等をはじめとする施
設の管理運営を指定管理者に委託し、実施する。

134,779
(指定管理料）

135,457
(指定管理料） 内数

文化財保
護課

埋蔵文化財センター管理
運営費

埋蔵文化財センターの維持管理のほか、埋蔵文化財の保存・活用や公開展示、各種啓発活動等
を(公財)滋賀県文化財保護協会に委託し、実施する。

28,540 26,639

オ 県立文化施設にお
ける国内外の芸術
家との交流

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

文化芸術
振興課

一般財団法人地域創造
負担金

地方公共団体との連携の下に、地域おける創造的で文化的な表現活動のための環境づくり等を行う
とともに、地方公共団体が実施する活動を支援する（一財）地域創造に対して分担金を負担す
る。

4,599 4,618

文化芸術
振興課

関西広域連合と連携した
取組

関西圏で実施する「関西文化の日」や歴史街道推進協議会の取組に参加。 360 360

文化芸術
振興課

障害者の芸術文化活動
推進知事連盟の取組

障害者の芸術文化活動推進知事連盟に参画し、情報や意見の交換、気運醸成を図る。 － －

国際課 湖南省滋賀県友好提携
35周年記念事業

湖南省と滋賀県の友好提携35周年を迎えるに当たり、両県省の発展に寄与するため、湖南省への
友好交流団を派遣するとともに、書道・写真・画展の開催による文化交流の促進を図る。併せて、環
境フォーラムの開催や観光プロモーションなど、環境、経済、観光分野の記念事業を実施する。

3,572 －

国際課 ミシガン州滋賀県姉妹提
携50周年記念事業

ミシガン州と滋賀県の姉妹提携50周年を迎えるに当たり、恒久的な友好関係を推進するため、ミシ
ガン州への友好交流団の派遣や伝統文化の公開公演など、文化、芸術分野の記念事業を実施す
る。

17,601 －

キ 国民文化祭の誘
致に向けた検討

文化芸術
振興課

国民文化祭視察 国民文化祭開催について検討するため開催地を視察し、情報収集や関係者等との意見交換を行
う。

12 12

ク 滋賀の歴史・文化
などを生かした映
画・テレビなどのロケ
地の誘致

観光振興
局

映像誘致・ロケ支援事業 映画、テレビ等の映像を通じて本県の豊かな自然や歴史・文化遺産を広く発信することにより、本県
のイメージアップと観光および地域の振興を図る。

9,111 3,626

文化芸術
振興課

県内文化情報提供事業 県域レベルの各ジャンルの文化芸術活動を網羅した総合的な情報冊子「れいかる」を発行するほか、
県の歴史や自然、芸術などを幅広く紹介する湖国の総合文化誌「湖国と文化」を県内外に配布し滋
賀の多様な文化を紹介する。

7,025 5,971

文化芸術
振興課

ホームページ等を通じた情
報発信

本県の文化関連行事やイベントを県のホームページや広報媒体を活用して、県内外に情報発信す
る。

－ －

文化芸術
振興課

滋賀「文化のススメ」の運
営

滋賀「文化のススメ」サイトを運営し、県内で文化活動を行う団体等の情報や活動を発信する。 331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

琵琶湖博
物館

情報事業 琵琶湖を中心とした日本および世界の湖沼に関する知識や情報を収集・蓄積し、それらを体系的に
分析・整理したうえで県民等に提供する。

17,903 13,644

国際課 友好諸国交流事業 姉妹友好州省である米国ミシガン州、ブラジルリオ・グランデ・ド・スール州、中国湖南省との交流事業
等を実施することにより、県と３州省との交流促進を図る。

6,175 7,275

国際課 ミシガン州友好交流推進
事業

平成30年に迎える米国ミシガン州との姉妹提携50周年を見据え、次世代の交流を促進するなど、
両県州の交流のさらなる発展の礎を構築する。

0 －

国際課 外国人アーティスト絵画展 【公益財団法人　滋賀県国際協会　事業】
県内に住む外国人アーティストによる絵画展をピアザ淡海ロビーで開催する。

24 28

近隣府県などとの
文化交流の促進

ケ マスコミやインター
ネット媒体を通じた
効果的な情報発
信

コ 多言語化対応によ
る誘客の促進
※重点９①キに再
掲

エ 県立博物館などに
おける滋賀ならでは
の文化的資産の展
示など

カ

イ 文化プログラムの推
進と総合芸術祭の
検討



滋賀県文化振興関連事業一覧
１　文化プログラムの推進による文化的資産の活用・発信

重点施策１　文化による本県ブランド力の向上と国内外への効果的な発信
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

文化芸術
振興課

びわ湖ホール管理運営費 びわ湖ホールにおいて優れた舞台芸術を制作し、提供する。 946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

文化芸術
振興課

新国立劇場連携公演事
業

新国立劇場が制作している全幕バレエの公演をびわ湖ホールで行うほか、びわ湖ホール制作のオペラ
「ミカド」公演を、びわ湖ホールと新国立劇場で行う。

61,204 64,527

文化芸術
振興課

文施設管理運営費 文化産業交流会館において優れた舞台芸術を提供する。 331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

文化芸術
振興課

美術品保全収集管理事
業

近代美術館所蔵の作品を収集・修復等し、展示公開する。 3,000 2,000
組替

文化芸術
振興課

展覧会開催事業（企画
展）

内外の優れた美術作品について、県民をはじめとする来館者に鑑賞機会を提供するため多種多様な
展覧会を積極的に開催する。

－ －
組替

文化芸術
振興課

展覧会開催事業（常設
展）

内外の優れた美術作品について、県民をはじめとする来館者に鑑賞機会を提供するため多種多様な
展覧会を積極的に開催する。

－ －
組替

文化芸術
振興課

「美の滋賀」の拠点をめざ
す展覧会開催事業

「美の滋賀」の拠点となる新たな美術館の方向性に沿い、地域の施設や団体等の連携した新たな企
画展示を実施する。

－ －
組替

文化芸術
振興課

展覧会開催事業 館蔵品の公開・活用と新しい美術館のアピール、連携の促進のため、県内の施設等において出張展
示を行うとともにオープン記念展覧会に向けた調査・情報収集を行う。

18,878 9,849

文化芸術
振興課 再

美術館広報宣伝事業 展覧会等の広報のため、ラジオによる広告や関西の美術館・博物館等が参加している「ミュージアムぐ
るっとパス」に参加し美術館の入館者数の増加を図る。

－ －
組替

文化芸術
振興課 再

美術館広報・マーケティング
事業

新生美術館のオープンに向けて、期待感の醸成と開館後の集客につながるプロモーションやコンセプト
ブックを作成する。

5,500 0

琵琶湖博
物館 再

展示事業(企画展) 博物館で行っている研究の成果を基に、オリジナル性を重視した企画展示を開催する。 9,248 8,531

琵琶湖博
物館 再

展示事業（常設展） 「湖と人」のよりよい共存関係をめざして、琵琶湖の地学、歴史、環境、水族の展示を実施する。 65,588 65,615

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール管理運営費 びわ湖ホールに芸術監督を配置し、芸術創造の促進を図る。 946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

文化芸術
振興課 再

文化施設管理運営費 文化産業交流会館に舞台芸術アドバイザーを配置し、芸術創造の促進を図る。 331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

文化芸術
振興課

アール・ブリュットの魅力発
信事業

県民をはじめ多くの方々にアール・ブリュットの魅力に触れていただけるよう、県内各地で作品展示等を
推進する。

4,270 3,270

文化芸術
振興課

アール・ブリュット振興事業 アール・ブリュットの課題等の解決と環境の底上げをめざして全国的なネットワークを運営し、フォーラム
や交流会、メールマガジンの発行等を行う。

2,538 2,533

文化芸術
振興課

世界に向けたアール・ブ
リュットの魅力発信事業

アール・ブリュットの魅力を国内外に発信するため、外国語版のガイドブックやDVDを作成するほか、著
名人を招きアール・ブリュットの魅力を語るトークイベントを開催する。

ー －
組替

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

国際課
再
ミシガン州滋賀県姉妹提
携50周年記念事業

ミシガン州と滋賀県の姉妹提携50周年を迎えるに当たり、恒久的な友好関係を推進するため、ミシ
ガン州への友好交流団の派遣や伝統文化の公開公演など、文化、芸術分野の記念事業を実施す
る。

17,601 －

16 71 合計（指定管理料除く） 662,488 629,867

＜参考＞ びわ湖ホール指定管理料 946,228 943,458

文化産業交流会館指定管理料 331,316 333,714

陶芸の森指定管理料 171,830 172,685

安土城考古博物館指定管理料 134,779 135,457
指定管理料計 1,584,153 1,585,314

事業数

ウ 県立文化ホールに
「芸術監督」などの
専門人材を設置

③芸術
創造の
促進

ア 県立文化ホールに
おける優れた舞台
芸術の創造と県民
への提供

イ 県立美術館・博物
館における魅力ある
展覧会の開催

エ アール・ブリュット
（生の芸術）の振
興
※重点７②ウに再
掲



滋賀県文化振興関連事業一覧
１　文化プログラムの推進による文化的資産の活用・発信

重点施策２　地域で継承されてきた文化的資産の発掘・保存・活用
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

ア 民俗行事や古文
書などの文化財に
関する調査の実施

琵琶湖博
物館 再

研究事業 「湖と人間」というテーマに沿って、幅広いテーマで学芸職員のみならず地域の研究者や住民とともに
調査・研究に取り組む。

23,293 25,389

琵琶湖博
物館 再

研究事業 「湖と人間」というテーマに沿って、幅広いテーマで学芸職員のみならず地域の研究者や住民とともに
調査・研究に取り組む。

23,293 25,389

琵琶湖博
物館 再

資料整備事業 琵琶湖とその集水域をはじめ、日本・世界の湖沼地域において自然と文化に関わる物や情報といった
資料を体系的に収集・整理・保存を行う。

98,539 99,761

琵琶湖博
物館 再

展示事業(企画展) 博物館で行っている研究の成果を基に、オリジナル性を重視した企画展示を開催する。 9,248 8,531

琵琶湖博
物館 再

展示事業（常設展） 「湖と人」のよりよい共存関係をめざして、琵琶湖等の地学、歴史、環境、水族の展示を実施する。 65,588 65,615

水産課
再
水産物流通促進対策事
業

びわ湖産魚介類を用いた加工品品評会の開催。 500 500

水産課 びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

琵琶湖保
全再生課

エコツーリズム推進支援事
業

市町等とのネットワークを通じた情報共有等を行うとともに、関西圏の大学を中心とした学生会議や
持続可能な社会の担い手づくりを目指したガイド人材育成講座、情報発信を行う。

3,800 5,648

観光振興
局 再

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

観光振興
局 再

忍者を活用した観光誘客
促進事業

忍者を日本固有の文化資産として情報発信するとともに、国内外からの観光誘客を促進するため、
関係自治体等により設立された日本忍者協議会に対して負担金を拠出する。

500 500

琵琶湖保
全再生課 再

エコツーリズム推進支援事
業

市町等とのネットワークを通じた情報共有等を行うとともに、関西圏の大学を中心とした学生会議や
持続可能な社会の担い手づくりを目指したガイド人材育成講座、情報発信を行う。

3,800 5,648

企画調整
課

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

琵琶湖博
物館 再

研究事業 「湖と人間」というテーマに沿って、幅広いテーマで学芸職員のみならず地域の研究者や住民とともに
調査・研究に取り組む。

23,293 25,389

琵琶湖博
物館 再

資料整備事業 琵琶湖とその集水域をはじめ、日本・世界の湖沼地域において自然と文化に関わる物や情報といった
資料を体系的に収集・整理・保存を行う。

98,539 99,761

文化財保
護課

人と地域が輝く歴史遺産
活用モデル事業

史跡等でモデル地区を設定し、活用の担い手となる大人や子どもを募集し、学習会などで人材を育
成する。また、県内で探訪事業を実施し歴史資産の公開活用に努めるとともに、活動する団体等を
支援する。

－ －

文化財保
護課

「彦根城」世界遺産登録
推進事業

「彦根城」の世界文化遺産登録に向けて彦根市を支援する。 400 670

文化財保
護課

滋賀のまつり継承支援モデ
ル事業

祭礼行事の保存継承が困難となる地域も出てきており、県指定、県選択等の民俗芸能や祭礼行事
の保存継承をはかっていくため、あらたな支援の仕組みを検討し試行する。

－ －
組替

文化財保
護課

里山と文化財が織り成す
地域資産再生事業

木々に埋もれた各種文化財の地域資産としての価値を高める里山整備に対して助成する。 2,555 3,430

文化財保
護課

公共事業関連緊急発掘
調査費

公共事業の円滑な推進を図るため、国土交通省等からの受託による公共事業関連発掘調査等を
行う。

351,382 411,402

文化財保
護課

試掘・確認調査 文化財保護と公共事業との円滑な調整と事業推進をはかるため、埋蔵文化財の試掘・確認調査を
実施する。

4,307 4,028

文化財保
護課

史跡公有化費 地域の歴史にとって重要な価値を持つ史跡を適切に保存し、次世代に継承していくため、緊急性の
高い土地の公有化を図る。

23,892 110,606

文化財保
護課

県有史跡地維持管理費 県有および県管理にかかる史跡地の除草等を実施し、適切に維持管理を行う。 4,043 4,900

文化財保
護課

未指定文化財調査 県内に所在する文化財のうち、未指定である文化財の実態を調査し、指定の促進と保存活用を図
るための調査を実施する。

170 170

文化財保
護課

美術工芸品実態調査 有形文化財のうち、建造物以外の美術工芸品（絵画、彫刻、工芸品、書跡・典籍・古文書、考古
資料、歴史資料）の実態把握のため、詳細な調査や写真撮影を行う。

242 675

文化財保
護課

特別天然記念物カモシカ
生態調査

特別天然記念物カモシカの保護のため、調査を実施する。 500 500

文化財保
護課

指定文化財保存修理等
補助事業

指定文化財の所有者等が実施する保存修理事業等について助成を行う。また、市町教委が行う発
掘調査や埋蔵文化財の分布調査等に対し助成を行う。

97,606 182,036

文化財保
護課

滋賀県文化財保存基金
積立事業

計画的に、適切な時期に保存修理等を実施するため、基金に積み立てを行う。 756 512

文化財保
護課

指定文化財管理事業 国指定文化財もしくは県指定文化財の所有者等が実施する維持管理等事業に対し助成を行う。 21,011 19,455

文化財保
護課

琵琶湖文化館管理費 休館中の琵琶湖文化館に収蔵している国宝・重要文化財を含む収蔵品の適正な保管を行うととも
に、文化財調査や各種講座等を(公財)滋賀県文化財保護協会に委託し、実施する。

22,926 21,049

②滋賀
ならでは
の文化
的資産
の保存と
活用

ア 国宝等の指定文
化財や登録文化
財などの保存と公
開

①滋賀
ならでは
の文化
的資産
の発掘

琵琶湖や水に関わ
る滋賀の特色ある
文化資産の発掘・
活用

イ

歴史・文化資産を
生かした観光素材
の発掘・活用

ウ



滋賀県文化振興関連事業一覧
１　文化プログラムの推進による文化的資産の活用・発信

重点施策２　地域で継承されてきた文化的資産の発掘・保存・活用
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

文化財保
護課

琵琶湖文化館機能移転
準備事業

国宝・重要文化財を含む約9,000点の収蔵品を有する琵琶湖文化館の機能を円滑に移転するた
めに準備を進める。

21,049 －
休止

文化財保
護課

特別史跡安土城跡復元
遺構復旧事業

平成4年度から10年度にかけて環境整備工事を実施した大手道ならびにその周辺の路面・石段等
の損耗部分・崩落・陥没個所の修復を行う。

2,046 2,030

文化財保
護課

県有史跡地（近江風土
記の丘）維持管理費

近江風土記の丘（特別史跡安土城跡、史跡観音寺城跡、大中の湖南遺跡）の史跡地の保全・
管理を行う。

2,566 2,597

文化財保
護課

文化財建造物保存修理
現場見学会

県が受託し実施している国・県指定建造物の保存修理現場見学会を開催し、当課専門職員による
伝統的な修理技法等の解説を行い、また実際の修理体験を通じて、本県の文化財建造物や歴史・
文化に対する理解を深める。

－ －

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

文化財保
護課 再

「彦根城」世界遺産登録
推進事業

「彦根城」の世界文化遺産登録に向けて彦根市を支援する。 400 670

文化財保
護課

世界遺産を次代につなぐ
国宝延暦寺根本中堂等
保存修理魅力発信事業

長期間、保存修理に入る国宝延暦寺根本中堂・重文同廻廊の保存修理事業の期間中、観光客
の減少をできるだけ少なくするため、所有者が実施する魅力発信事業に対して支援する。

－ －

文化財保
護課 再

指定文化財保存修理等
補助事業

指定文化財の所有者等が実施する保存修理事業等について助成を行う。また、市町教委が行う発
掘調査や埋蔵文化財の分布調査等に対し助成を行う。

97,606 182,036

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

文化財保
護課

【総】「戦国の近江」地域の
魅力発信事業

城跡や古戦場などの戦国時代の遺跡の魅力を開拓するとともに、それらを広く発信する探訪や講座
等を県内外で開催して、県来訪者の増加に取り組む。

1,300 －
組替

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

県民活動
生活課

歴史的文書の保存・活用
事業

県民共有の知的資源である公文書を適切に保存・管理するとともに、歴史的価値を有する貴重な
公文書を未来に引き継ぐため、新たな公文書管理制度の構築を進める。

11,340 6,803

県民活動
生活課

県政史料室企画展示 県が保有する明治から戦前の公文書等（歴史的文書）を県民等に対し広く周知するため、２か月
に１回程度県政史料室において、テーマを決めて歴史的文書を展示し、関連する解読講座も実施
する。

0 0

琵琶湖博
物館 再

研究事業 「湖と人間」というテーマに沿って、幅広いテーマで学芸職員のみならず地域の研究者や住民とともに
調査・研究に取り組む。

23,293 25,389

琵琶湖博
物館 再

展示事業(企画展) 博物館で行っている研究の成果を基に、オリジナル性を重視した企画展示を開催する。 9,248 8,531

琵琶湖博
物館 再

展示事業（常設展） 「湖と人」のよりよい共存関係をめざして、琵琶湖等の地学、歴史、環境、水族の展示を実施する。 65,588 65,615

琵琶湖博
物館 再

情報事業 琵琶湖を中心とした日本および世界の湖沼に関する知識や情報を収集・蓄積し、それらを体系的に
分析・整理したうえで県民等に提供する。

17,903 13,644

琵琶湖博
物館 再

資料整備事業 琵琶湖とその集水域をはじめ、日本・世界の湖沼地域において自然と文化に関わる物や情報といった
資料を体系的に収集・整理・保存を行う。

98,539 99,761

県立図書
館

図書資料等購入事業 新刊図書のなかから県立図書館の蔵書としてふさわしい図書を重点的に収集し、参考図書等、電子
情報の利用が可能な資料については、積極的にメディア転換を行い、利用の促進を図る。

57,219 56,271

文化財保
護課 再

人と地域が輝く歴史遺産
活用モデル事業

史跡等でモデル地区を設定し、活用の担い手となる大人や子どもを募集し、学習会などで人材を育
成する。また、県内で探訪事業を実施し歴史資産の公開活用に努めるとともに、活動する団体等を
支援する。

－ －

文化財保
護課 再

安土城考古博物館管理
運営費

安土城考古博物館のテーマである城郭と考古を中心とした展示、普及啓発事業等をはじめとする施
設の管理運営を指定管理者に委託し、実施する。

134,779
(指定管理料）

135,457
(指定管理料） 内数

文化財保
護課 再

琵琶湖文化館管理費 休館中の琵琶湖文化館に収蔵している国宝・重要文化財を含む収蔵品の適正な保管を行うととも
に、文化財調査や各種講座等を(公財)滋賀県文化財保護協会に委託し、実施する。

22,926 39,257

文化財保
護課 再

琵琶湖文化館機能移転
準備事業

国宝・重要文化財を含む約9,000点の収蔵品を有する琵琶湖文化館の機能を円滑に移転するた
めに準備を進める。

21,409 －
休止

文化財保
護課 再

埋蔵文化財センター管理
運営費

埋蔵文化財センターの維持管理のほか、埋蔵文化財の保存・活用や公開展示、各種啓発活動等
を(公財)滋賀県文化財保護協会に委託し、実施する。

28,540 26,639

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

文化芸術
振興課

近江歴史回廊推進協議
会運営費補助

滋賀の歴史文化資源を活かした地域づくりを進めるため、近江歴史回廊大学の開校や情報発信事
業、部会事業等、近江歴史回廊推進協議会の活動に必要な経費を助成する。

－ －

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

琵琶湖博
物館 再

資料整備事業 琵琶湖とその集水域をはじめ、日本・世界の湖沼地域において自然と文化に関わる物や情報といった
資料を体系的に収集・整理・保存を行う。

98,539 99,761

近江歴史回廊構
想による歴史文化
資源の活用

カ 滋賀ならではの伝
統文化の継承
※重点４②エに再
掲

イ 世界遺産を次代に
つなぐ国宝延暦寺
根本中堂他一棟
の保存修理

ウ 戦国時代の城跡や
古戦場の保存と活
用

エ 博物館等における
歴史的文化的資
産の収集・保存・
公開

オ



滋賀県文化振興関連事業一覧
１　文化プログラムの推進による文化的資産の活用・発信

重点施策２　地域で継承されてきた文化的資産の発掘・保存・活用
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

観光振興
局

江州音頭普及事業 本県の代表的な郷土芸能である江州音頭を広く県内外に普及し、本県のイメージアップを図る。 1,900 1,900

観光振興
局 再

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

農政課 「世界農業遺産」プロジェク
ト推進事業

琵琶湖と共生する「滋賀の農林水産業」について、「世界農業遺産」の認定に向けた取組を推進し、
強い農林水産業づくり、地域活性化の契機にするとともに、滋賀の農林水産業を健全な姿で次世代
に引き継ぐ。

10,000 12,625

水産課

再

びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

文化財保
護課 再

滋賀のまつり継承支援モデ
ル事業

祭礼行事の保存継承が困難となる地域も出てきており、県指定、県選択等の民俗芸能や祭礼行事
の保存継承をはかっていくため、あらたな支援の仕組みを検討し試行する。

－ －
組替

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

琵琶湖博
物館 再

研究事業 「湖と人間」というテーマに沿って、幅広いテーマで学芸職員のみならず地域の研究者や住民とともに
調査・研究に取り組む。

23,293 25,389

琵琶湖博
物館 再

資料整備事業 琵琶湖とその集水域をはじめ、日本・世界の湖沼地域において自然と文化に関わる物や情報といった
資料を体系的に収集・整理・保存を行う。

98,539 99,761

琵琶湖博
物館 再

展示事業(企画展) 博物館で行っている研究の成果を基に、オリジナル性を重視した企画展示を開催する。 9,248 8,531

琵琶湖博
物館 再

展示事業（常設展） 「湖と人」のよりよい共存関係をめざして、琵琶湖等の地学、歴史、環境、水族の展示を実施する。 65,588 65,615

琵琶湖博
物館 再

環境学習センター事業 県民や各種団体などが行う環境学習や活動がよりよいものとなっていくのを応援するため、情報の提
供、交流機会の提供、環境学習関連の各主体の連携等に取り組む環境学習センターを運営する。

2,928 2,988

水産課
再
水産物流通促進対策事
業

びわ湖産魚介類を用いた加工品品評会の開催。 500 500

水産課
再
びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

琵琶湖保
全再生課 再

エコツーリズム推進支援事
業

市町等とのネットワークを通じた情報共有等を行うとともに、関西圏の大学を中心とした学生会議や
持続可能な社会の担い手づくりを目指したガイド人材育成講座、情報発信を行う。

3,800 5,648

企画調整
課

再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

文化財保
護課

重要伝統的建造物群保
存地区、重要文化的景観
技術支援事業

重要伝統的建造物群保存地区、重要文化的景観技術支援事業など保存・継承のために事業の
実施主体である各市に技術的支援を行っている。

－ －

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

文化財保
護課

ヘリテージマネージャー養成
講座

地域で文化財の保存・継承と活用を推進するリーダーとなる人材育成としてのヘリテージマネージャー
の育成を支援する。

－ －

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

水産課

再

びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

文化財保
護課

「千年の美つたえびと」づくり
事業

文化財を守る地域のリーダーとして、また県内の博物館や美術館と地域を結び、来訪者に魅力を伝
える人材として、｢千年の美つたえびと｣を養成する。

－ －
組替

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

農政課
再
「世界農業遺産」プロジェク
ト推進事業

琵琶湖と共生する「滋賀の農林水産業」について、「世界農業遺産」の認定に向けた取組を推進し、
強い農林水産業づくり、地域活性化の契機にするとともに、滋賀の農林水産業を健全な姿で次世代
に引き継ぐ。

10,000 12,625

都市計画
課

景観規制について ふるさと滋賀の風景を守り育て次代に引き継いで行くため、景観法に基づく届出制度等を活用し景観
形成を行うとともに、県内の景観行政団体と連携し広域の景観課題への対応や県民向けの啓発活
動等を行う。

3,640 4,001

ケ 滋賀県ヘリテージマ
ネージャーの養成支
援
※重点５①エに再
掲

コ 文化財の活用によ
る地域学習と豊か
な滋賀づくりの担い
手育成
※重点７②イに再
掲

サ 都市、農山漁村な
どにおける良好な景
観の形成の促進

ク 重要伝統的建造
物群保存地区、重
要文化的景観など
の保存・継承

琵琶湖に関わる生
活文化の継承、活
用

キ



滋賀県文化振興関連事業一覧
１　文化プログラムの推進による文化的資産の活用・発信

重点施策２　地域で継承されてきた文化的資産の発掘・保存・活用
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

シ 住民自らによる地
域の風景づくりの取
組に対する支援

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

県民活動
生活課

(公財)淡海文化振興財
団運営事業費補助金

地域づくりやまちづくり、福祉、環境、文化等の様々な分野における県民の主体的な社会貢献活動
を総合的に支援する（公財）淡海文化振興財団の運営に対して補助する。

50,308 46,600

文化芸術
振興課

「美の滋賀」プロジェクト推
進事業

東京オリ・パラや国民スポーツ大会等を機会に、滋賀の持つ美の資源の魅力を高めるとともに、県内
各地で行われているアートや暮らしの中にある美の資源を活用して地域を元気にする取組を一元的に
情報発信する。また、プロジェクトを通じて団体間の連携を強化し、より広域的で発信力のある取組へ
と発展させるためのコーディネートを行う。

10,200 10,800

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

観光振興
局 再

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

水産課

再

びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

文化財保
護課 再

滋賀のまつり継承支援モデ
ル事業

祭礼行事の保存継承が困難となる地域も出てきており、県指定、県選択等の民俗芸能や祭礼行事
の保存継承をはかっていくため、あらたな支援の仕組みを検討し試行する。

－ －
組替

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

琵琶湖博
物館 再

情報事業 琵琶湖を中心とした日本および世界の湖沼に関する知識や情報を収集・蓄積し、それらを体系的に
分析・整理したうえで県民等に提供する。

17,903 13,644

琵琶湖博
物館 再

環境学習センター事業 県民や各種団体などが行う環境学習や活動がよりよいものとなっていくのを応援するため、情報の提
供、交流機会の提供、環境学習関連の各主体の連携等に取り組む環境学習センターを運営する。

2,928 2,988

県立図書
館 再

図書資料等購入事業 新刊図書のなかから県立図書館の蔵書としてふさわしい図書を重点的に収集し、参考図書等、電子
情報の利用が可能な資料については、積極的にメディア転換を行い、利用の促進を図る。

57,219 56,271

59 95 合計（指定管理料除く） 2,271,439 2,456,922

＜参考＞ 陶芸の森指定管理料 171,830 172,685

安土城考古博物館指定管理料 134,779 135,457
指定管理料計 306,609 308,142

ス 住民自らによる地
域・暮らしに根ざし
た取組に対する支
援
※重点６①ア，７
①ア，８①オ，９
②イに再掲

セ 滋賀の文化的資
産を調査・整理・紹
介する出版物の情
報提供

事業数



滋賀県文化振興関連事業一覧
２　未来の文化の担い手の育成

重点施策３　子ども・若者が本物の文化に触れる機会の充実
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

文化芸術
振興課

びわ湖ホール舞台芸術体
験事業（「ホールの子」事
業）

県内小学生等をびわ湖ホール大ホールに招き、オーケストラと声楽アンサンブルによる子ども向けの本
格的な音楽会を実施する。

25,878 24,623

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール管理運営費 びわ湖ホールにおいて青少年向け舞台芸術公演を提供する。 946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

文化芸術
振興課 再

文施設管理運営費 文化産業交流会館において青少年向け舞台芸術公演を提供する。 331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

琵琶湖博
物館 再

環境学習センター事業 県民や各種団体などが行う環境学習や活動がよりよいものとなっていくのを応援するため、情報の提
供、交流機会の提供、環境学習関連の各主体の連携等に取り組む環境学習センターを運営する。

2,928 2,988

文化財保
護課 再

安土城考古博物館管理
運営費

安土城考古博物館のテーマである城郭と考古を中心とした展示、普及啓発事業等をはじめとする施
設の管理運営を指定管理者に委託し、実施する。

134,779
(指定管理料）

135,457
(指定管理料）

イ 県立美術館・博物
館における青少年
向け文化・芸術体
験プログラムの提供

文化芸術
振興課

再

みんなで創る美術館プロ
ジェクト事業

新たな美術館が地域や社会とつながりながら美の魅力を発信し、滋賀を元気にする「美の滋賀」の拠
点としての役割を果たすことができるよう地域の施設や団体等との連携を深め、「新生美術館見本市
（美の糸口アートにどぼん）」や「「美術館－学校」連携授業プロジェクト」、「たいけんびじゅつかん」、
「アウトリーチ事業」、「出前トーク事業」等を実施する。

27,212 19,846

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール管理運営費 びわ湖ホールにおいて幼児、家族向け公演を提供する。 946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

文化芸術
振興課 再

文施設管理運営費 文化産業交流会館において幼児、家族向け公演を提供する。 331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

琵琶湖博
物館 再

展示事業(企画展) 博物館で行っている研究の成果を基に、オリジナル性を重視した企画展示を開催する。 9,248 8,531

琵琶湖博
物館 再

展示事業（常設展） 「湖と人」のよりよい共存関係をめざして、琵琶湖等の地学、歴史、環境、水族の展示を実施する。 65,588 65,615

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

健康福祉
政策課

平和祈念館事業 県民の戦争体験を語り継ぎ、戦争の悲惨さや平和の尊さを学び、平和を願う心を育む拠点施設とし
て、資料の収集および展示、戦争体験談の聞き取り調査、さらには学校や地域に向けての平和学習
の支援等を行う。

41,747 55,520

エ 若者向け広報の充
実
※重点６②キに再
掲

文化芸術
振興課

広報の取組 SNS（フェイスブック）などの活用により若者をターゲットとした広報を行う。 － －

文化芸術
振興課 再

展覧会開催事業（企画
展）

内外の優れた美術作品について、県民をはじめとする来館者に鑑賞機会を提供するため、観覧料の
優遇により鑑賞を促進する。

－ － H29
～
休館

文化芸術
振興課 再

展覧会開催事業（常設
展）

内外の優れた美術作品について、県民をはじめとする来館者に鑑賞機会を提供するため、観覧料の
優遇により鑑賞を促進する。

－ － H29
～
休館

琵琶湖博
物館 再

展示事業(企画展) 博物館で行っている研究の成果を基に、オリジナル性を重視した企画展示を開催する。 9,248 8,531

琵琶湖博
物館 再

展示事業（常設展） 「湖と人」のよりよい共存関係をめざして、琵琶湖等の地学、歴史、環境、水族の展示を実施する。 65,588 65,615

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、観覧料の優遇等に
より、陶芸専門の展覧会や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジ
デンス」、地元陶芸家が作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の鑑賞等を促進する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）

安土城考
古博物館

展覧会開催事業 小中学生などの観覧料の優遇等による鑑賞の促進する。 － －

生涯学習
課

学校・家庭・地域連携協
力推進事業（放課後子ど
も教室・土曜日の教育支
援事業）

市町が取り組む、放課後子ども教室や土曜日の教育支援事業を支援する。 4,209 4,019

文化財保
護課

滋賀の文化財講座「打出
のコヅチ」

本県の国・県指定文化財等について、文化財調査による成果や保存修理等の取り組み内容を、当
課専門職員等が自ら講師を務め、講座形式で紹介することにより、本県の歴史・文化に対する魅力
の発信と、文化財に関する理解を深める。

－ －

文化財保
護課 再

文化財建造物保存修理
現場見学会

県が受託し実施している国・県指定建造物の保存修理現場見学会を開催し、当課専門職員による
伝統的な修理技法等の解説を行い、また実際の修理体験を通じて、本県の文化財建造物や歴史・
文化に対する理解を深める。

－ －

文化芸術
振興課

文化振興推進事業（学
校向けプログラム集作成）

学校向けに各県立施設等が実施する体験プログラムをまとめた冊子を作成する。 268 0

文化芸術
振興課

滋賀次世代文化芸術セン
ター運営助成事業

文化施設・芸術家と学校等を結び、学校の授業で文化芸術体験を行うためのコーディネートや、それ
をサポートする文化ボランティアの育成等を行う「滋賀次世代文化芸術センター」に対して助成する。

9,800 9,800

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール舞台芸術体
験事業（「ホールの子」事
業）

県内小学生等をびわ湖ホール大ホールに招き、オーケストラと声楽アンサンブルによる子ども向けの本
格的な音楽会を実施する。

25,878 24,623

②地域
における
文化体
験学習
の充実

ア 放課後子ども教室
や土曜日の教育支
援事業の実施

イ 子ども向け体験プロ
グラムの充実

①子ど
も・若者
向け公
演・展示
などの拡
充

ア 県立文化ホールに
おける青少年向け
舞台芸術公演など
の開催

ウ 幼児、家族向け公
演・展示などの充
実
※９③ウに再掲

オ 県立美術館・博物
館における小中学
生などの観覧料の
優遇等による鑑賞
の促進



滋賀県文化振興関連事業一覧
２　未来の文化の担い手の育成

重点施策３　子ども・若者が本物の文化に触れる機会の充実
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

琵琶湖博
物館 再

環境学習センター事業 県民や各種団体などが行う環境学習や活動がよりよいものとなっていくのを応援するため、情報の提
供、交流機会の提供、環境学習関連の各主体の連携等に取り組む環境学習センターを運営する。

2,928 2,988

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、観覧料の優遇等に
より、陶芸専門の展覧会や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジ
デンス」、地元陶芸家が作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の鑑賞等を促進する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

モノづくり
振興課

世界にひとつの宝物づくり
事業（つちっこプログラム）

子どもや障がい者が、地元作家や地域ボランティア等との協働により、「土」という素材を用いて、ものを
作ることの喜びや感動を体感することにより、心豊かな人材育成を目指す。

6,700 4,500

水産課

再

びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

県立図書
館

おはなし会の実施 子どもたちがものがたりや本に親しむ場として、絵本の読み聞かせ、紙芝居、パネルシアター、素話など
を行うおはなし会を実施する。

ー ー

県立図書
館 再

書庫見学会の実施 利用者が日頃目にすることがなく、要望も高い書庫内の見学（文化ゾーン内の各施設と連携し、年
３回実施）を通して、資料の収集、整理や保存の大切さを知ってもらうとともに、貴重なものを含む、
様々な資料を身近に見ていただくことにより、文化芸術に触れるきっかけとなる機会を提供する。

－ ー

モノづくり
振興課 再

世界にひとつの宝物づくり
事業（つちっこプログラム）

子どもや障がい者が、地元作家や地域ボランティア等との協働により、「土」という素材を用いて、ものを
作ることの喜びや感動を体感することにより、心豊かな人材育成を目指す。

6,700 4,500

水産課

再

びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

文化芸術
振興課

びわ湖ホール管理運営費
（学校巡回公演）

びわ湖ホール声楽アンサンブルと指揮者、ピアニストが市町立小中学校を訪問して、音楽公演を実施
する。

946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

文化芸術
振興課

びわ湖ホール管理運営費
（舞台芸術体験事業）

びわ湖ホール中ホールにおいて、県内の公立小中学生や音楽を学ぶ高校生を対象にオペラリハーサル
を実施する。

946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール舞台芸術体
験事業（「ホールの子」事
業）

県内小学生等をびわ湖ホール大ホールに招き、オーケストラと声楽アンサンブルによる子ども向けの本
格的な音楽会を実施する。

25,878 24,623

文化芸術
振興課 再

文施設管理運営費 文化産業交流会館と学校が連携した体験事業を実施する。 331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

文化芸術
振興課 再

東京オリンピック・パラリンピッ
ク文化プログラム推進事業

東京オリンピック・パラリンピックに向けて若手芸術家の発表の機会を提供するとともに、国内外で活躍
する芸術家の指導等により、滋賀の文化を担う若手を育成する。また、学校等と連携したワークショッ
プや国際色豊かな音楽会を開催し、文化プログラム発信の気運を醸成する。

11,184 12,631

文化芸術
振興課 再

滋賀次世代文化芸術セン
ター運営助成事業

文化施設・芸術家と学校等を結び、学校の授業で文化芸術体験を行うためのコーディネートや、それ
をサポートする文化ボランティアの育成等を行う「滋賀次世代文化芸術センター」に対して助成する。

9,800 9,800

文化芸術
振興課

美ココロ・パートナーシップ事
業

滋賀次世代文化芸術センターにおいて、通常学級に通えない子どもたちを対象に文化芸術体験プロ
グラムを実施するとともに、若手芸術家を「美ココロ・パートナー」として育成する。

2,038 2,038

モノづくり
振興課

再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、観覧料の優遇等に
より、陶芸専門の展覧会や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジ
デンス」、地元陶芸家が作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の鑑賞等を促進する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料） 内数

モノづくり
振興課 再

世界にひとつの宝物づくり
事業（つちっこプログラム）

子どもや障がい者が、地元作家や地域ボランティア等との協働により、「土」という素材を用いて、ものを
作ることの喜びや感動を体感することにより、心豊かな人材育成を目指す。

6,700 4,500

特別支援
教育課

インクルーシブ・プログラム推
進モデル事業

特別支援学校と小・中・高等学校が連携しながら、スポーツ活動や文化・芸術活動に取り組むインク
ルーシブ・プログラムにより、交流および共同学習を推進する。

1,915 1,488

文化財保
護課

校内・校外学習サポート 県内外の小中高校生・大学生・一般を対象とした安土城跡・観音寺城跡での現地校外学習授業
のほか、各学校への出前授業、また各種団体からの要請による出前講座等で当課専門職員が講師
を務める。

－ －

生涯学習
課

しが学校支援センター 地域の人々や企業・団体・NPOが提供する学校支援の事業を、学校の希望に応じて学校支援コー
ディネーターがコーディネートする。

2,690 2,069

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

琵琶湖博
物館 再

環境学習センター事業 県民や各種団体などが行う環境学習や活動がよりよいものとなっていくのを応援するため、情報の提
供、交流機会の提供、環境学習関連の各主体の連携等に取り組む環境学習センターを運営する。

2,928 2,988

水産課

再

びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

③学校
教育にお
ける文化
体験学
習の充
実

ア 県内の全ての小学
生などを対象とした
本物の舞台芸術に
触れる機会の提供

イ 学校における文化
施設、芸術家などと
の連携による文化・
芸術体験学習の
実施

ウ 学校における地域
の文化的資産など
を活用した文化活
動の促進

エ 県内全ての小学生
を対象とした滋賀の
水、山、田に関わる
文化体験学習の
実施

ウ 地域活動における
文化体験プログラム
の提供



滋賀県文化振興関連事業一覧
２　未来の文化の担い手の育成

重点施策３　子ども・若者が本物の文化に触れる機会の充実
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

幼小中教
育課

うみのこ 学校教育の一環として、県内小学５年生を対象に、母なる湖・琵琶湖を舞台にして、学習船「うみ
のこ」を使った宿泊体験型の教育を展開し、環境に主体的にかかわる力や自ら課題をもち協働して解
決に取り組む力を培い、新しい時代を切り拓く力を育む。

260,049 272,056

森林政策
課

やまのこ 森林への理解と関心を深めるとともに、次代を担う子どもたちの人と豊かにかかわる力を育むため、学
校教育の一環として、小学4年生を対象に森林体験学習を実施。

106,611 110,782

食のブラン
ド推進課

たんぼのこ 子どもたちが農業体験を通じて、農業への関心を高め、生命や食べ物の大切さを学ぶ「農からの食
育」を推進するため、小学生自らが田んぼや畑に入り農産物を「育て」、「収穫し」「食べる」という一貫
した体験学習の取組を支援する。

ー －

モノづくり
振興課 再

世界にひとつの宝物づくり
事業（つちっこプログラム）

子どもや障がい者が、地元作家や地域ボランティア等との協働により、「土」という素材を用いて、ものを
作ることの喜びや感動を体感することにより、心豊かな人材育成を目指す。

6,700 4,500

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、観覧料の優遇等に
より、陶芸専門の展覧会や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジ
デンス」、地元陶芸家が作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の鑑賞等を促進する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

モノづくり
振興課 再

世界にひとつの宝物づくり
事業（つちっこプログラム）

子どもや障がい者が、地元作家や地域ボランティア等との協働により、「土」という素材を用いて、ものを
作ることの喜びや感動を体感することにより、心豊かな人材育成を目指す。

6,700 4,500

文化芸術
振興課 再

滋賀次世代文化芸術セン
ター運営助成事業

文化施設・芸術家と学校等を結び、学校の授業で文化芸術体験を行うためのコーディネートや、それ
をサポートする文化ボランティアの育成等を行う「滋賀次世代文化芸術センター」に対して助成する。

9,800 9,800

39 58 合計（指定管理料除く） 796,194 803,240

＜参考＞ びわ湖ホール指定管理料 946,228 943,458

文化産業交流会館指定管理料 331,316 333,714

陶芸の森指定管理料 171,830 172,685
指定管理料計 1,449,374 1,449,857

④教員
を対象と
した文化
研修機
会の充
実

ア 文化・芸術を体験
する教員向け研修
機会の提供
※重点５③アに再
掲

事業数



滋賀県文化振興関連事業一覧
２　未来の文化の担い手の育成

重点施策４　若手芸術家等の育成・支援
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

高校教育
課

高等学校等文化芸術活
動ジャンプアッププロジェクト

第３９回全国高等学校総合文化祭の開催により活発化した文化部活動の更なる発展に向け、次
世代の文化芸術の担い手となる若手芸術家の育成や拠点校・伝統校の育成に向けた取組、新設
部や指導者がいない学校への支援、特別支援学校の文化活動の充実を図る。

2,000 －
組替

高校教育
課

「広げよう創造の翼」文化
部活動活性化プロジェクト

2021年度に本県で開催される近畿高等学校総合文化祭に向けて、県立学校の文化部活動をより
充実させるため、県内の文化施設、大学等と連携し、専門家による指導を受けたり、本格的な会場
を使用した研修や発表を行うことにより、生徒の技能や顧問の指導力の向上を図る。

2,000

高校教育
課

高等学校文化祭事業 滋賀県高等学校文化連盟に対して補助を行い、文化部活動をさらに充実させ、芸術文化活動の
振興・普及を図る。

2,500 2,500

高校教育
課 再

高等学校等文化芸術活
動ジャンプアッププロジェクト

第３９回全国高等学校総合文化祭の開催により活発化した文化部活動の更なる発展に向け、次
世代の文化芸術の担い手となる若手芸術家の育成や拠点校・伝統校の育成に向けた取組、新設
部会や指導者がいない学校への支援、特別支援学校の文化活動の充実を図る。

2,000 －
組替

高校教育
課 再

「広げよう創造の翼」文化
部活動活性化プロジェクト

2021年度に本県で開催される近畿高等学校総合文化祭に向けて、県立学校の文化部活動をより
充実させるため、県内の文化施設、大学等と連携し、専門家による指導を受けたり、本格的な会場
を使用した研修や発表を行うことにより、生徒の技能や顧問の指導力の向上を図る。

2,000

高校教育
課 再

高等学校文化祭事業 滋賀県高等学校文化連盟に対して補助を行い、文化部活動をさらに充実させ、芸術文化活動の
振興・普及を図る。

2,500 2,500

ウ 若手芸術家などを
対象としたフェスティ
バルなどの開催
※重点６②アに再
掲

文化芸術
振興課

再

東京オリンピック・パラリンピッ
ク文化プログラム推進事業

東京オリンピック・パラリンピックに向けて若手芸術家の発表の機会を提供するとともに、国内外で活躍
する芸術家の指導等により、滋賀の文化を担う若手を育成する。また、学校等と連携したワークショッ
プや国際色豊かな音楽会を開催し、文化プログラム発信の気運を醸成する。

11,184 12,631

エ 若者の文化活動の
場としての県立文
化施設の利用促
進
※重点６②オに再
掲

モノづくり
振興課

再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料） 内数

オ 芸術系専門学科を
有する高校・大学と
県立文化施設との
連携

モノづくり
振興課

再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料） 内数

文化芸術
振興課 再

県内文化情報提供事業 県域レベルの各ジャンルの文化芸術活動を網羅した総合的な情報冊子「れいかる」を発行するほか、
県の歴史や自然、芸術などを幅広く紹介する湖国の総合文化誌「湖国と文化」を県内外に配布し滋
賀の多様な文化を紹介する。

7,025 5,971

国際課
再
外国人アーティスト絵画展 【公益財団法人　滋賀県国際協会　事業】

県内に住む外国人アーティストによる絵画展をピアザ淡海ロビーで開催する。
24 28

生涯学習
課

学習情報提供システム整
備事業

県民の主体的な生涯学習を支援するため、講座等の学習機会の情報提供をはじめ、様々な生涯
学習に関する情報を提供することを目的とする。

4,799 5,106

文化芸術
振興課

滋賀県芸術文化祭開催
事業

県民の意欲的な創作活動の発表の場を提供し、文化芸術に親しむ機会とするため、美術展覧会等
を開催するとともに、文化団体等との連携によるオープニング事業を実施する。

22,380 22,380

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール管理運営費 びわ湖ホールにおいて若手芸術家を育成する取組を実施する。 946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

文化芸術
振興課 再

文施設管理運営費 文化産業交流会館において若手芸術家を育成する取組を実施する。 331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

イ 若手芸術家の活
動支援
※重点６②イに再
掲

文化芸術
振興課 再

東京オリンピック・パラリンピッ
ク文化プログラム推進事業

東京オリンピック・パラリンピックに向けて若手芸術家の発表の機会を提供するとともに、国内外で活躍
する芸術家の指導等により、滋賀の文化を担う若手を育成する。また、学校等と連携したワークショッ
プや国際色豊かな音楽会を開催し、文化プログラム発信の気運を醸成する。

11,184 12,631

モノづくり
振興課 再

滋賀の地域産業成長戦
略支援事業

本県の優れた地域資源である地場産業等の「稼ぐ力」を高め、地方創生の核となる新たな成長産業
として育成するため施策推進協議会の運営を行うとともに、時代の変化に適合する新たな取組を総
合的、継続的に支援する。

24,899 23,900

モノづくり
振興課 再

地場産業新戦略支援事
業

地域の歴史、風土などに育まれた地域資源を活かし、地域経済の基盤となってきた地場産業のブラン
ド力を高め、産地の活性化を図るため、地場産業のブランド構築に向けた取組や産地独自の技能や
技術の継承を行う取組に対して助成を行う。

0 0
廃止

観光振興
局 再

江州音頭普及事業 本県の代表的な郷土芸能である江州音頭を広く県内外に普及し、本県のイメージアップを図る。 1,900 1,900

観光振興
局 再

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

②若手
芸術家、
伝統文
化伝承
者などの
育成・支
援

ア 県立文化施設にお
ける若手芸術家の
育成

ウ 地域で伝承されて
きた技術の保存・
継承・発信への支
援
※重点６①ウに再
掲

エ 滋賀ならではの伝
統文化の継承
（再掲）

①若者
の文化
活動の
促進

ア 滋賀県高等学校
総合文化祭などの
開催

イ 高等学校、特別支
援学校の文化部
活動の活性化に向
けた取組

カ 文化施設以外で、
文化・芸術活動が
できる場の情報収
集および提供
※重点６①イ，９
②アに再掲

キ 若者を含め多くの
県民が参加できる
滋賀県芸術文化
祭の開催
※重点６①オ，６
②カに再掲



滋賀県文化振興関連事業一覧
２　未来の文化の担い手の育成

重点施策４　若手芸術家等の育成・支援
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

観光振興
局 再

江州音頭普及事業 本県の代表的な郷土芸能である江州音頭を広く県内外に普及し、本県のイメージアップを図る。 1,900 1,900

観光振興
局 再

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

農政課

再

「世界農業遺産」プロジェク
ト推進事業

琵琶湖と共生する「滋賀の農林水産業」について、「世界農業遺産」の認定に向けた取組を推進し、
強い農林水産業づくり、地域活性化の契機にするとともに、滋賀の農林水産業を健全な姿で次世代
に引き継ぐ。

10,000 12,625

水産課
再
水産物流通促進対策事
業

びわ湖産魚介類を用いた加工品品評会の開催。 500 500

水産課
再
びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

文化財保
護課 再

滋賀のまつり継承支援モデ
ル事業

祭礼行事の保存継承が困難となる地域も出てきており、県指定、県選択等の民俗芸能や祭礼行事
の保存継承をはかっていくため、あらたな支援の仕組みを検討し試行する。

－ －
組替

③顕彰
制度の
充実

ア 若者を対象とした
顕彰

文化芸術
振興課

文化功労者顕彰事業 大会などで顕著な成績を修めた児童・生徒に対する表彰や、若者を対象とした滋賀県次世代文化
賞により若手芸術家の顕彰を行う。

654 654

④若手
芸術家
などの活
動情報
の収集お
よび発信

ア 「滋賀文化のスス
メ」活用による若手
芸術家の情報収
集・発信支援

文化芸術
振興課

再

滋賀「文化のススメ」の運
営

滋賀「文化のススメ」サイトの周知を徹底し、若手芸術家の登録数の増加・充実を図るとともに文化
施設や文化団体などへも周知することで芸術家の情報発信の支援を行う。

331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

26 32 合計（指定管理料除く） 154,572 150,679

＜参考＞ びわ湖ホール指定管理料 946,228 943,458
文化産業交流会館指定管理料 331,316 333,714
陶芸の森指定管理料 171,830 172,685

指定管理料計 1,449,374 1,449,857

事業数

（再掲）



滋賀県文化振興関連事業一覧
２　未来の文化の担い手の育成

重点施策５　文化活動を支える人材（アートマネージャーなど）の育成・支援
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

ア 文化行政職員や
文化施設職員を対
象としたアートマネ
ジメント研修の実施

文化芸術
振興課

文化施設管理運営費
（アートマネジメント研
修）

文化活動の企画・運営をマネジメントし、文化・芸術と地域社会を結びつけることができる人材育
成のための研修を行います。

331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

イ 文化活動を支える
団体や人材育成を
目的とした研修など
の実施

文化芸術
振興課

再

滋賀次世代文化芸術セン
ター運営助成事業

文化施設・芸術家と学校等を結び、学校の授業で文化芸術体験を行うためのコーディネートや、
それをサポートする文化ボランティアの育成等を行う「滋賀次世代文化芸術センター」に対して助
成する。

9,800 9,800

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、
体験学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協
働事業を実施する。

1,492 1,589

農業経営
課

「近江の園芸特産団体」
産地強化事業

小学生等を対象としたお茶の淹れ方教室、製茶体験等と通して「近江の茶」の魅力を発信し、
需要拡大を図る。

200 200

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備
し、寄附の促進に努める。

26,516 18,846

文化財保
護課 再

ヘリテージマネージャー養成
講座

地域で文化財の保存・継承と活用を推進するリーダーとなる人材育成としてのヘリテージマネー
ジャーの育成を支援する。

－ －

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール管理運営費 びわ湖ホールにおいて文化ボランティアなどの拡充および活動の促進を図る取組を実施する。 946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、
体験学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協
働事業を実施する。

1,492 1,589

健康福祉
政策課 再

平和祈念館事業 県民の戦争体験を語り継ぎ、戦争の悲惨さや平和の尊さを学び、平和を願う心を育む拠点施
設として、資料の収集および展示、戦争体験談の聞き取り調査、さらには学校や地域に向けての
平和学習の支援等を行う。

41,747 55,520

文化芸術
振興課 再

美ココロ・パートナーシップ事
業

滋賀次世代文化芸術センターにおいて、通常学級に通えない子どもたちを対象に文化芸術体験
プログラムを実施するとともに、若手芸術家を「美ココロ・パートナー」として育成する。

2,038 2,038

生涯学習
課

子ども読書ボランティアへの
研修事業

子ども読書活動に関わるボランティアを対象に、子どもの読書活動への理解やおはなし会などでの
活動のスキルアップ等を目的とした講座を開催する。

196 212

文化芸術
振興課 再

滋賀次世代文化芸術セン
ター運営助成事業

文化施設・芸術家と学校等を結び、学校の授業で文化芸術体験を行うためのコーディネートや、
それをサポートする文化ボランティアの育成等を行う「滋賀次世代文化芸術センター」に対して助
成する。

9,800 9,800

文化芸術
振興課 再

美ココロ・パートナーシップ事
業

滋賀次世代文化芸術センターにおいて、通常学級に通えない子どもたちを対象に文化芸術体験
プログラムを実施するとともに、若手芸術家を「美ココロ・パートナー」として育成する。

2,038 2,038

文化芸術
振興課 再

滋賀次世代文化芸術セン
ター運営助成事業

文化施設・芸術家と学校等を結び、学校の授業で文化芸術体験を行うためのコーディネートや、
それをサポートする文化ボランティアの育成等を行う「滋賀次世代文化芸術センター」に対して助
成する。

9,800 9,800

文化芸術
振興課 再

美ココロ・パートナーシップ事
業

滋賀次世代文化芸術センターにおいて、通常学級に通えない子どもたちを対象に文化芸術体験
プログラムを実施するとともに、若手芸術家を「美ココロ・パートナー」として育成する。

2,038 2,038

文化芸術
振興課 再

滋賀次世代文化芸術セン
ター運営助成事業

文化施設・芸術家と学校等を結び、学校の授業で文化芸術体験を行うためのコーディネートや、
それをサポートする文化ボランティアの育成等を行う「滋賀次世代文化芸術センター」に対して助
成する。

9,800 9,800

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、
体験学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協
働事業を実施する。

1,492 1,589

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展
覧会や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶
芸家が作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

モノづくり
振興課 再

世界にひとつの宝物づくり
事業（つちっこプログラム）

子どもや障がい者が、地元作家や地域ボランティア等との協働により、「土」という素材を用いて、も
のを作ることの喜びや感動を体感することにより、心豊かな人材育成を目指す。

6,700 4,500

16 19 合計（指定管理料除く） 125,149 129,359

＜参考＞ びわ湖ホール指定管理料 946,228 943,458

文化産業交流会館指定管理料 331,316 333,714

陶芸の森指定管理料 171,830 172,685

指定管理料計 1,449,374 1,449,857

③教員
を対象と
した文化
研修機
会の充
実（再
掲）

ア 文化・芸術を体験
する教員向け研修
機会の提供（再
掲）

事業数

②文化
ボランティ
アの育成

イ 若者による文化ボ
ランティアの拡充
※重点６②ウに再
掲

ウ 文化ボランティアの
体験研修の充実
※重点８②イに再
掲

文化ボランティアな
どの拡充および活
動の促進
※重点７①イ，８
②アに再掲

ア

①文化
活動を
支える専
門人材
の育成・
支援

ウ 文化を支える人材
や団体への活動支
援、中間支援機能
の充実

エ 滋賀県ヘリテージマ
ネージャーの養成支
援（再掲）



滋賀県文化振興関連事業一覧
３　県民の主体的な文化活動の推進

重点施策６　新しい豊かさを実感できる文化芸術活動の推進
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

県民活動
生活課 再

(公財)淡海文化振興財
団運営事業費補助金

地域づくりやまちづくり、福祉、環境、文化等の様々な分野における県民の主体的な社会貢献活動
を総合的に支援する（公財）淡海文化振興財団の運営に対して補助する。

50,308 46,600

文化芸術
振興課 再

「美の滋賀」プロジェクト推
進事業

東京オリ・パラや国民スポーツ大会等を機会に、滋賀の持つ美の資源の魅力を高めるとともに、県内
各地で行われているアートや暮らしの中にある美の資源を活用して地域を元気にする取組を一元的に
情報発信する。また、プロジェクトを通じて団体間の連携を強化し、より広域的で発信力のある取組へ
と発展させるためのコーディネートを行う。

10,200 10,800

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

観光振興
局 再

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

水産課

再

びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

文化財保
護課 再

滋賀のまつり継承支援モデ
ル事業

祭礼行事の保存継承が困難となる地域も出てきており、県指定、県選択等の民俗芸能や祭礼行事
の保存継承をはかっていくため、あらたな支援の仕組みを検討し試行する。

－ －
組替

文化芸術
振興課 再

県内文化情報提供事業 県域レベルの各ジャンルの文化芸術活動を網羅した総合的な情報冊子「れいかる」を発行するほか、
県の歴史や自然、芸術などを幅広く紹介する湖国の総合文化誌「湖国と文化」を県内外に配布し滋
賀の多様な文化を紹介する。

7,025 5,971

国際課
再
外国人アーティスト絵画展 【公益財団法人　滋賀県国際協会　事業】

県内に住む外国人アーティストによる絵画展をピアザ淡海ロビーで開催する。
24 28

生涯学習
課 再

学習情報提供システム整
備事業

県民の主体的な生涯学習を支援するため、講座等の学習機会の情報提供をはじめ、様々な生涯
学習に関する情報を提供することを目的とする。

4,799 5,106

モノづくり
振興課 再

滋賀の地域産業成長戦
略支援事業

本県の優れた地域資源である地場産業等の「稼ぐ力」を高め、地方創生の核となる新たな成長産業
として育成するため施策推進協議会の運営を行うとともに、時代の変化に適合する新たな取組を総
合的、継続的に支援する。

24,899 23,900

モノづくり
振興課 再

地場産業新戦略支援事
業

地域の歴史、風土などに育まれた地域資源を活かし、地域経済の基盤となってきた地場産業のブラン
ド力を高め、産地の活性化を図るため、地場産業のブランド構築に向けた取組や産地独自の技能や
技術の継承を行う取組に対して助成を行う。

0 0
廃止

観光振興
局 再

江州音頭普及事業 本県の代表的な郷土芸能である江州音頭を広く県内外に普及し、本県のイメージアップを図る。 1,900 1,900

観光振興
局 再

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

観光振興
局 再

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

高校教育
課

学校教育関係行事の後
援等の承認および賞状交
付

公的機関、各種団体等が主催する学校教育関係行事の共催・協賛・後援および賞状を交付する。 － －

文化芸術
振興課 再

滋賀県芸術文化祭開催
事業

県民の意欲的な創作活動の発表の場を提供し、文化芸術に親しむ機会とするため、美術展覧会等
を開催するとともに、文化団体等との連携によるオープニング事業を実施する。

22,380 22,380

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

ア 若手芸術家などを
対象としたフェスティ
バルなどの開催
（再掲）

文化芸術
振興課 再

東京オリンピック・パラリンピッ
ク文化プログラム推進事業

東京オリンピック・パラリンピックに向けて若手芸術家の発表の機会を提供するとともに、国内外で活躍
する芸術家の指導等により、滋賀の文化を担う若手を育成する。また、学校等と連携したワークショッ
プや国際色豊かな音楽会を開催し、文化プログラム発信の気運を醸成する。

11,184 12,631

イ 若手芸術家の活
動支援（再掲）

文化芸術
振興課 再

東京オリンピック・パラリンピッ
ク文化プログラム推進事業

東京オリンピック・パラリンピックに向けて若手芸術家の発表の機会を提供するとともに、国内外で活躍
する芸術家の指導等により、滋賀の文化を担う若手を育成する。また、学校等と連携したワークショッ
プや国際色豊かな音楽会を開催し、文化プログラム発信の気運を醸成する。

11,184 8,400

文化芸術
振興課 再

滋賀次世代文化芸術セン
ター運営助成事業

文化施設・芸術家と学校等を結び、学校の授業で文化芸術体験を行うためのコーディネートや、それ
をサポートする文化ボランティアの育成等を行う「滋賀次世代文化芸術センター」に対して助成する。

9,800 9,800

文化芸術
振興課 再

美ココロ・パートナーシップ事
業

滋賀次世代文化芸術センターにおいて、通常学級に通えない子どもたちを対象に文化芸術体験プロ
グラムを実施するとともに、若手芸術家を「美ココロ・パートナー」として育成する。

2,038 2,038

エ 若手芸術家の活
動拠点の整備

文化芸術
振興課 再

東京オリンピック・パラリンピッ
ク文化プログラム推進事業

東京オリンピック・パラリンピックに向けて若手芸術家の発表の機会を提供するとともに、国内外で活躍
する芸術家の指導等により、滋賀の文化を担う若手を育成する。また、学校等と連携したワークショッ
プや国際色豊かな音楽会を開催し、文化プログラム発信の気運を醸成する。

11,184 12,631

オ 若者の文化活動の
場としての県立文
化施設の利用促
進（再掲）

モノづくり
振興課

再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料） 内数

オ 若者を含め多くの
県民が参加できる
滋賀県芸術文化
祭の開催（再
掲）

②文化
芸術の
力を活か
した若者
の交流
機会の
創出 ウ 若者によるボラン

ティアの拡充（再
掲）

①幅広
い県民が
参加でき
る多彩な
事業展
開の推
進

ア 住民自らによる地
域・暮らしに根ざし
た取組に対する支
援（再掲）

イ 文化施設以外で、
文化・芸術活動が
できる場の情報収
集および提供（再
掲）

ウ 地域で伝承されて
きた技術の保存・
継承・発信への支
援（再掲）

エ 県民参加型事業
の展開



滋賀県文化振興関連事業一覧
３　県民の主体的な文化活動の推進

重点施策６　新しい豊かさを実感できる文化芸術活動の推進
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

モノづくり
振興課

再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料） 内数

文化芸術
振興課 再

滋賀県芸術文化祭開催
事業

県民の意欲的な創作活動の発表の場を提供し、文化芸術に親しむ機会とするため、美術展覧会等
を開催するとともに、文化団体等との連携によるオープニング事業を実施する。

22,380 22,380

キ 若者向け広報の充
実（再掲）

文化芸術
振興課

広報の取組 SNS（フェイスブック）などの活用により若者をターゲットとした広報を行う。 － －

26 28 合計（指定管理料除く） 247,412 235,196

＜参考＞ 陶芸の森指定管理料 171,830 172,685
指定管理料計 171,830 172,685

事業数

カ 若者を含め多くの
県民が参加できる
滋賀県芸術文化
祭の開催（再
掲）



滋賀県文化振興関連事業一覧
３　県民の主体的な文化活動の推進

重点施策７　「美の滋賀」づくりの推進
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

県民活動
生活課 再

(公財)淡海文化振興財
団運営事業費補助金

地域づくりやまちづくり、福祉、環境、文化等の様々な分野における県民の主体的な社会貢献活動
を総合的に支援する（公財）淡海文化振興財団の運営に対して補助する。

50,308 46,600

文化芸術
振興課 再

「美の滋賀」プロジェクト推
進事業

東京オリ・パラや国民スポーツ大会等を機会に、滋賀の持つ美の資源の魅力を高めるとともに、県内
各地で行われているアートや暮らしの中にある美の資源を活用して地域を元気にする取組を一元的に
情報発信する。また、プロジェクトを通じて団体間の連携を強化し、より広域的で発信力のある取組へ
と発展させるためのコーディネートを行う。

10,200 10,800

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

観光振興
局 再

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

水産課

再

びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

文化財保
護課 再

滋賀のまつり継承支援モデ
ル事業

祭礼行事の保存継承が困難となる地域も出てきており、県指定、県選択等の民俗芸能や祭礼行事
の保存継承をはかっていくため、あらたな支援の仕組みを検討し試行する。

－ －
組替

文化財保
護課 再

「彦根城」世界遺産登録
推進事業

「彦根城」の世界文化遺産登録に向けて彦根市を支援する。 400 670

文化財保
護課 再

【総】「戦国の近江」地域の
魅力発信事業

城跡や古戦場などの戦国時代の遺跡の魅力を開拓するとともに、それらを広く発信する探訪や講座
等を県内外で開催して、県来訪者の増加に取り組む。

1,300 －
組替

文化財保
護課 再

指定文化財保存修理等
補助事業

指定文化財の所有者等が実施する保存修理事業等について助成を行う。また、市町教委が行う発
掘調査や埋蔵文化財の分布調査等に対し助成を行う。

97,606 182,036

文化芸術
振興課 再

美ココロ・パートナーシップ事
業

滋賀次世代文化芸術センターにおいて、通常学級に通えない子どもたちを対象に文化芸術体験プロ
グラムを実施するとともに、若手芸術家を「美ココロ・パートナー」として育成する。

2,038 2,038

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール管理運営費 びわ湖ホールにおいて文化ボランティアなどの拡充および活動の促進を図る取組を実施する。 946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

健康福祉
政策課 再

平和祈念館事業 県民の戦争体験を語り継ぎ、戦争の悲惨さや平和の尊さを学び、平和を願う心を育む拠点施設とし
て、資料の収集および展示、戦争体験談の聞き取り調査、さらには学校や地域に向けての平和学習
の支援等を行う。

41,747 55,520

ウ 企業メセナなど、民
間団体による文化
活動支援の促進
※重点８③アに再
掲

文化芸術
振興課

文化振興推進事業（文
化・経済フォーラム支援事
業）

文化、経済、行政など多様な主体の協働により、県内の文化活動を活性化し、滋賀県の文化と経
済の発展に寄与することを目的とする「文化・経済フォーラム滋賀」の取組に対して支援する。

300 300

文化芸術
振興課

県民文化活動奨励事業 民間団体などが主催する文化・芸術行事への後援、賞状交付、広報協力などを行う。 66 66

監理課 「夢けんせつフォトコンテス
ト」後援および知事賞賞状
交付

一般社団法人滋賀県建設業協会が主催する「夢けんせつフォトコンテスト」の後援および知事賞賞
状交付

5 5

監理課 「夢けんプラザ絵画コンクー
ル」後援および知事賞賞状
交付

一般社団法人滋賀県建設業協会が主催する「夢けんプラザ絵画コンクール」の後援および知事賞賞
状交付

－ －

建築課 第14回「家」絵画コンクー
ル

(一財)滋賀県建築住宅センターが、県内在住在学の小学生を対象に、「夢の家、こんな家に住みた
いな、未来の家」など「家」テーマに、子ども達の創造性、独創性を引き出し、家に対する認識を深め
てもらう等の目的ため実施している絵画コンクールに対して後援および知事賞賞状交付を行う。

－ －

建築課 第10回「未来の家」「未来
のまち」子ども立体作品展

(公社)滋賀県建築士会が、県内公立園の年長組園児を対象に、子ども達の創造性、独創性を引
き出し、「建築・まち並み」に対する認識を深めるなどの目的のため実施している立体作品展に対して
後援および知事賞賞状交付を行う。

－ －

高校教育
課 再

学校教育関係行事の後
援等の承認および賞状交
付

公的機関、各種団体等が主催する学校教育関係行事の共催・協賛・後援および賞状を交付する。 － －

幼小中教
育課

学校教育関係行事の後
援等の承認および賞状交
付

公的機関、各種団体等が主催する学校教育関係行事の共催・協賛・後援および賞状を交付する。 ー ー

特別支援
教育課

学校教育関係行事の後
援等の承認および賞状交
付

公的機関、各種団体等が主催する学校教育関係行事の共催・協賛・後援および賞状を交付する。 ー ー

文化芸術
振興課 再

美術館地域連携プログラム
事業

新たな美術館が地域との結びつきを深め、「美の滋賀」の拠点としての機能を果たすことができるよう近
代美術館学芸員等が県内各地に出向き、施設や団体等との協働で出前トークやワークショップ等を
行う。

0 0
組替

②新生
美術館
を核とし
た地域や

ア 「美の滋賀」の発信
拠点としての新生
美術館の整備
（再掲）

①滋賀
の美の魅
力を県
民自らが
伝える舞
台づくり

ア 住民自らによる地
域・暮らしに根ざし
た取組に対する支
援（再掲）

イ 文化ボランティアの
拡充および活動の
促進（再掲）

エ 民間団体などが主
催する文化・芸術
行事への後援、広
報協力など
※重点８④ア，９
②エに再掲



滋賀県文化振興関連事業一覧
３　県民の主体的な文化活動の推進

重点施策７　「美の滋賀」づくりの推進
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

文化芸術
振興課

再

みんなで創る美術館プロ
ジェクト事業

新たな美術館が地域や社会とつながりながら美の魅力を発信し、滋賀を元気にする「美の滋賀」の拠
点としての役割を果たすことができるよう地域の施設や団体等との連携を深め、「新生美術館見本市
（美の糸口アートにどぼん）」や「「美術館－学校」連携授業プロジェクト」、「たいけんびじゅつかん」、
「アウトリーチ事業」、「出前トーク事業」等を実施する。

27,212 19,846

文化芸術
振興課 再

美術館整備事業 近代美術館の再開間に向けた喫緊の課題である老朽化対策への取組、琵琶湖文化館の機能継
承についての検討などに取り組む。

49,000 80,042

文化財保
護課 再

琵琶湖文化館機能移転
準備事業

国宝・重要文化財を含む約9,000点の収蔵品を有する琵琶湖文化館の機能を円滑に移転するた
めに準備を進める。

21,409 ー
休止

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

モノづくり
振興課 再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料）
内数

水産課

再

びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

文化財保
護課 再

「千年の美つたえびと」づくり
事業

文化財を守る地域のリーダーとして、また県内の博物館や美術館と地域を結び、来訪者に魅力を伝
える人材として、｢千年の美つたえびと｣を養成する。

－ －
組替

文化芸術
振興課 再

アール・ブリュットの魅力発
信事業

県民をはじめ多くの方々にアール・ブリュットの魅力に触れていただけるよう、県内各地で作品展示等を
推進する。

4,270 3,270

文化芸術
振興課 再

アール・ブリュット振興事業 アール・ブリュットの課題等の解決と環境の底上げをめざして全国的なネットワークを運営し、フォーラム
や交流会、メールマガジンの発行等を行う。

2,538 2,533

文化芸術
振興課 再

世界に向けたアール・ブ
リュットの魅力発信事業

アール・ブリュットの魅力を国内外に発信するため、外国語版のガイドブックやDVDを作成するほか、著
名人を招きアール・ブリュットの魅力を語るトークイベントを開催する。

ー ―
組替

モノづくり
振興課

再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料） 内数

県立図書
館 再

書庫見学会の実施 利用者が日頃目にすることがなく、要望も高い書庫内の見学（文化ゾーン内の各施設と連携し、年
３回実施）を通して、資料の収集、整理や保存の大切さを知ってもらうとともに、貴重なものを含む、
様々な資料を身近に見ていただくことにより、文化芸術に触れるきっかけとなる機会を提供する。

－ ー

文化芸術
振興課 再

東京オリンピック・パラリンピッ
ク文化プログラム推進事業

東京オリンピック・パラリンピックに向けて若手芸術家の発表の機会を提供するとともに、国内外で活躍
する芸術家の指導等により、滋賀の文化を担う若手を育成する。また、学校等と連携したワークショッ
プや国際色豊かな音楽会を開催し、文化プログラム発信の気運を醸成する。

11,184 12,631

文化芸術
振興課 再

美術館広報宣伝事業 展覧会等の広報のため、ラジオによる広告や関西の美術館・博物館等が参加している「ミュージアムぐ
るっとパス」に参加し美術館の入館者数の増加を図る。

－ －
組替

文化芸術
振興課 再

美術館広報・マーケティング
事業

新生美術館のオープンに向けて、期待感の醸成と開館後の集客につながるプロモーションやコンセプト
ブックを作成する。

5,500 0

オ 文化施設における
芸術家などとの連
携の促進

文化芸術
振興課

再

みんなで創る美術館プロ
ジェクト事業

新たな美術館が地域や社会とつながりながら美の魅力を発信し、滋賀を元気にする「美の滋賀」の拠
点としての役割を果たすことができるよう地域の施設や団体等との連携を深め、「新生美術館見本市
（美の糸口アートにどぼん）」や「「美術館－学校」連携授業プロジェクト」、「たいけんびじゅつかん」、
「アウトリーチ事業」、「出前トーク事業」等を実施する。

27,212 19,846

カ 地域の拠点施設と
しての文化施設の
事業展開
※重点９①ウに再
掲

モノづくり
振興課

再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料） 内数

33 41 合計（指定管理料除く） 435,525 504,287

＜参考＞ びわ湖ホール指定管理料 946,228 943,458

陶芸の森指定管理料 171,830 172,685
指定管理料計 1,118,058 1,116,143

事業数

た地域や
現場との
交流と県
内外への
発信

（再掲）

イ 文化財の活用によ
る地域学習と豊か
な滋賀づくりの担い
手育成（再掲）

ウ アール・ブリュット
（生の芸術）の振
興（再掲）

エ 文化施設の連携、
協働による事業展
開（再掲）



滋賀県文化振興関連事業一覧
３　県民の主体的な文化活動の推進

重点施策８　自立的な文化活動の促進
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

ア 文化団体と県・文
化施設との協働事
業の実施

文化芸術
振興課 再

滋賀県芸術文化祭開催
事業

県民の意欲的な創作活動の発表の場を提供し、文化芸術に親しむ機会とするため、美術展覧会等
を開催するとともに、文化団体等との連携によるオープニング事業を実施する。

22,380 22,380

イ 文化・芸術活動に
関する相談窓口機
能の充実

文化芸術
振興課

文化施設管理運営費
（相談窓口機能の充
実）

文化団体や県民からの文化・芸術活動に関する相談に対応するため、県立文化施設などに設置し
ている相談窓口機能を充実します。

331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

ウ アートマネジメント
研修の実施

文化芸術
振興課 再

文化施設管理運営費
（アートマネジメント研
修）

文化活動の企画・運営をマネジメントし、文化・芸術と地域社会を結びつけることができる人材育成の
ための研修を行います。

331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

エ 文化団体に対する
各種助成制度など
の情報収集・提供

文化芸術
振興課

文化施設管理運営費
（情報提供）

インターネットなどを通じて、文化団体に対する国、財団などの各種助成制度の情報収集および提供
を行います。

331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

県民活動
生活課 再

(公財)淡海文化振興財
団運営事業費補助金

地域づくりやまちづくり、福祉、環境、文化等の様々な分野における県民の主体的な社会貢献活動
を総合的に支援する（公財）淡海文化振興財団の運営に対して補助する。

50,308 46,600

文化芸術
振興課 再

「美の滋賀」プロジェクト推
進事業

東京オリ・パラや国民スポーツ大会等を機会に、滋賀の持つ美の資源の魅力を高めるとともに、県内
各地で行われているアートや暮らしの中にある美の資源を活用して地域を元気にする取組を一元的に
情報発信する。また、プロジェクトを通じて団体間の連携を強化し、より広域的で発信力のある取組へ
と発展させるためのコーディネートを行う。

10,200 10,800

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

観光振興
局 再

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

水産課

再

びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

文化財保
護課 再

滋賀のまつり継承支援モデ
ル事業

祭礼行事の保存継承が困難となる地域も出てきており、県指定、県選択等の民俗芸能や祭礼行事
の保存継承をはかっていくため、あらたな支援の仕組みを検討し試行する。

－ －
組替

文化芸術
振興課 再

美ココロ・パートナーシップ事
業

滋賀次世代文化芸術センターにおいて、通常学級に通えない子どもたちを対象に文化芸術体験プロ
グラムを実施するとともに、若手芸術家を「美ココロ・パートナー」として育成する。

2,038 2,038

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール管理運営費 びわ湖ホールにおいて文化ボランティアなどの拡充および活動の促進を図る取組を実施する。 946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

文化芸術
振興課 再

滋賀次世代文化芸術セン
ター運営助成事業

文化施設・芸術家と学校等を結び、学校の授業で文化芸術体験を行うためのコーディネートや、それ
をサポートする文化ボランティアの育成等を行う「滋賀次世代文化芸術センター」に対して助成する。

9,800 9,800

文化芸術
振興課 再

美ココロ・パートナーシップ事
業

滋賀次世代文化芸術センターにおいて、通常学級に通えない子どもたちを対象に文化芸術体験プロ
グラムを実施するとともに、若手芸術家を「美ココロ・パートナー」として育成する。

2,038 2,038

③企業
などによ
る文化
活動支
援の促
進

ア 企業メセナなど、民
間団体による文化
活動支援の促進
（再掲）

文化芸術
振興課

再

文化振興推進事業（文
化・経済フォーラム支援事
業）

文化、経済、行政など多様な主体の協働により、県内の文化活動を活性化し、滋賀県の文化と経
済の発展に寄与することを目的とする「文化・経済フォーラム滋賀」の取組に対して支援する。

300 300

文化芸術
振興課 再

県民文化活動奨励事業 民間団体などが主催する文化・芸術行事への後援、賞状交付、広報協力などを行う。 66 66

監理課
再
「夢けんせつフォトコンテス
ト」後援および知事賞賞状
交付

一般社団法人滋賀県建設業協会が主催する「夢けんせつフォトコンテスト」の後援および知事賞賞
状交付

5 5

監理課
再
「夢けんプラザ絵画コンクー
ル」後援および知事賞賞状
交付

一般社団法人滋賀県建設業協会が主催する「夢けんプラザ絵画コンクール」の後援および知事賞賞
状交付

－ －

建築課
再
第14回「家」絵画コンクー
ル

(一財)滋賀県建築住宅センターが、県内在住在学の小学生を対象に、「夢の家、こんな家に住みた
いな、未来の家」など「家」テーマに、子ども達の創造性、独創性を引き出し、家に対する認識を深め
てもらう等の目的ため実施している絵画コンクールに対して後援および知事賞賞状交付を行う。

－ －

建築課
再
第10回「未来の家」「未来
のまち」子ども立体作品展

(公社)滋賀県建築士会が、県内公立園の年長組園児を対象に、子ども達の創造性、独創性を引
き出し、「建築・まち並み」に対する認識を深めるなどの目的のため実施している立体作品展に対して
後援および知事賞賞状交付を行う。

－ －

高校教育
課 再

学校教育関係行事の後
援等の承認および賞状交
付

公的機関、各種団体等が主催する学校教育関係行事の共催・協賛・後援および賞状を交付する。 ー －

④後援、
顕彰など
の推進

ア 民間団体などが主
催する文化・芸術
行事への後援、広
報協力など（再
掲）

①文化
団体の
自立的
な活動
の促進

オ 住民自らによる地
域・暮らしに根ざし
た取組に対する支
援（再掲）

②文化
ボランティ
ア活動の
促進

ア 文化ボランティアの
拡充および活動の
促進（再掲）

イ 文化ボランティアの
体験研修の充実
（再掲）



滋賀県文化振興関連事業一覧
３　県民の主体的な文化活動の推進

重点施策８　自立的な文化活動の促進
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

幼小中教
育課 再

学校教育関係行事の後
援等の承認および賞状交
付

公的機関、各種団体等が主催する学校教育関係行事の共催・協賛・後援および賞状を交付する。 ー ー

特別支援
教育課 再

学校教育関係行事の後
援等の承認および賞状交
付

公的機関、各種団体等が主催する学校教育関係行事の共催・協賛・後援および賞状を交付する。 ー ー

文化芸術
振興課 再

文化振興推進事業（文
化・経済フォーラム支援事
業）

文化、経済、行政など多様な主体の協働により、県内の文化活動を活性化し、滋賀県の文化と経
済の発展に寄与することを目的とする「文化・経済フォーラム滋賀」において「文化で滋賀を元気に！
賞」をの表彰を行う。

300 300
内数

文化芸術
振興課 再

文化功労者顕彰事業 大会などで顕著な成績を修めた児童・生徒に対する表彰や、若者を対象とした滋賀県次世代文化
賞により若手芸術家の顕彰を行う。

654 654

高校教育
課 再

学校教育関係行事の後
援等の承認および賞状交
付

公的機関、各種団体等が主催する学校教育関係行事の共催・協賛・後援および賞状を交付する。 － －

文化芸術
振興課 再

文化振興推進事業（文
化・経済フォーラム支援事
業）

文化、経済、行政など多様な主体の協働により、県内の文化活動を活性化し、滋賀県の文化と経
済の発展に寄与することを目的とする「文化・経済フォーラム滋賀」の取組に対して支援する。

300 300
内数

文化芸術
振興課

後援名義等の承認 文化団体等が主催する文化・芸術行事への後援を行う際にシンボルマークの案内および活用を呼び
掛けます。

－ －

27 30 合計（指定管理料除く） 144,496 133,912

＜参考＞ びわ湖ホール指定管理料 946,228 943,458

文化産業交流会館指定管理料 331,316 333,714
指定管理料計 1,277,544 1,277,172

事業数

イ 滋賀県文化賞など
の文化活動に対す
る顕彰

ウ 文化で滋賀を元気
に！シンボルマーク
の普及啓発



滋賀県文化振興関連事業一覧
３　県民の主体的な文化活動の推進

重点施策９　文化活動の環境の整備
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール管理運営費 びわ湖ホールにおいて滋賀県公立文化施設協議会などとの連携による情報交換の取組を実施する。 946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

文化芸術
振興課 再

美術館広報宣伝事業 展覧会等の広報のため、ラジオによる広告や関西の美術館・博物館等が参加している「ミュージアムぐ
るっとパス」に参加し美術館の入館者数の増加を図る。

－ －
組替

文化芸術
振興課 再

美術館広報・マーケティング
事業

新生美術館のオープンに向けて、期待感の醸成と開館後の集客につながるプロモーションやコンセプト
ブックを作成する。

5,500 0

モノづくり
振興課

再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料） 内数

イ 公益財団法人の
統合・再編成によ
る文化芸術活動の
推進

文化芸術
振興課

公益財団法人の統合・再
編

公益財団法人滋賀県文化振興事業団および公益財団法人びわ湖ホールを統合・再編成し、これ
までそれぞれ育んできた強みを融合させ、さらに広い視野で効率的・効果的に事業を推進します。

－ －

ウ 地域の拠点施設と
しての文化施設の
事業展開（再
掲）

モノづくり
振興課

再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料） 内数

文化芸術
振興課

文化施設長寿命化等推
進整備費

「文化産業交流会館長期保全計画」に基づき、予防保全の観点から施設の予防保全対象部位の
修繕や改修工事を適切な時期に実施する。

193,213 43,058

文化芸術
振興課

びわ湖ホール長寿命化等
推進整備費

「芸術劇場びわ湖ホール長期保全計画」に基づき、予防保全の観点から施設の予防保全対象部位
の修繕や改修工事を適切な時期に実施する。

82,576 1,210

文化芸術
振興課

希望が丘文化公園基本
計画推進事業

スポーツ会館の改修内容検討を行うための調査など、希望が丘文化公園基本計画に基づいた取組
を進める。

10,660 －

文化芸術
振興課

希望が丘文化公園施設
整備費

希望が丘文化公園の来園者が安全かつ快適に施設を利用できるよう修繕や改修工事を適切な時
期に実施する。また、スポーツ会館のリニューアルや球技場、陸上競技場の改修に向けた実施設計を
行う。

62,440 69,906

琵琶湖博
物館

管理運営費 琵琶湖博物館の管理運営、施設の維持管理を行う。 318,629 321,854

モノづくり
振興課

再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料） 内数

オ 県立文化施設常
設展などの定期的
な無料開放

生涯学習
課

家族ふれあいサンデー 家族のふれあいを深め、体験の機会を充実させるため、「家族ふれあいサンデー（毎月第３日曜
日）」と「体験学習の日（毎週土曜日）」に県立施設の無料開放を行う。

－ ー

県立図書
館

再

書庫見学会の実施 利用者が日頃目にすることがなく、要望も高い書庫内の見学（文化ゾーン内の各施設と連携し、年
３回実施）を通して、資料の収集、整理や保存の大切さを知ってもらうとともに、貴重なものを含む、
様々な資料を身近に見ていただくことにより、文化芸術に触れるきっかけとなる機会を提供する。

－ ー

文化芸術
振興課 再

東京オリンピック・パラリンピッ
ク文化プログラム推進事業

東京オリンピック・パラリンピックに向けて若手芸術家の発表の機会を提供するとともに、国内外で活躍
する芸術家の指導等により、滋賀の文化を担う若手を育成する。また、学校等と連携したワークショッ
プや国際色豊かな音楽会を開催し、文化プログラム発信の気運を醸成する。

11,184 12,631

文化芸術
振興課 再

美術館広報宣伝事業 展覧会等の広報のため、ラジオによる公告や関西の美術館・博物館等が参加している「ミュージアムぐ
るっとパス」に参加し美術館の入館者数の増加を図る。

－ －
組替

文化芸術
振興課 再

美術館広報・マーケティング
事業

新生美術館のオープンに向けて、期待感の醸成と開館後の集客につながるプロモーションやコンセプト
ブックを作成する。

5,500 0

国際課
再
友好諸国交流事業 姉妹友好州省である米国ミシガン州、ブラジルリオ・グランデ・ド・スール州、中国湖南省との交流事業

等を実施することにより、県と３州省との交流促進を図る。
6,175 7,275

国際課
再
ミシガン州友好交流推進
事業

平成30年に迎える米国ミシガン州との姉妹提携50周年を見据え、次世代の交流を促進するなど、
両県州の交流のさらなる発展の礎を構築する。

0 -

国際課
再
外国人アーティスト絵画展 【公益財団法人　滋賀県国際協会　事業】

県内に住む外国人アーティストによる絵画展をピアザ淡海ロビーで開催する。
24 28

文化芸術
振興課 再

県内文化情報提供事業 県域レベルの各ジャンルの文化芸術活動を網羅した総合的な情報冊子「れいかる」を発行するほか、
県の歴史や自然、芸術などを幅広く紹介する湖国の総合文化誌「湖国と文化」を県内外に配布し滋
賀の多様な文化を紹介する。

7,025 5,971

国際課
再
外国人アーティスト絵画展 【公益財団法人　滋賀県国際協会　事業】

県内に住む外国人アーティストによる絵画展をピアザ淡海ロビーで開催する。
24 28

生涯学習
課 再

学習情報提供システム整
備事業

県民の主体的な生涯学習を支援するため、講座等の学習機会の情報提供をはじめ、様々な生涯
学習に関する情報を提供することを目的とする。

4,799 5,106

企画調整
課 再

滋賀応援寄附促進事業 ふるさと納税制度を活用した滋賀県への寄附制度を周知するとともに、寄附しやすい環境を整備し、
寄附の促進に努める。

26,516 18,846

県民活動
生活課 再

(公財)淡海文化振興財
団運営事業費補助金

地域づくりやまちづくり、福祉、環境、文化等の様々な分野における県民の主体的な社会貢献活動
を総合的に支援する（公財）淡海文化振興財団の運営に対して補助する。

50,308 46,600

②文化
活動の
場の拡
充（文
化施設
以外の
場所）

ア 文化施設以外で、
文化・芸術活動が
できる場の情報収
集および提供（再
掲）

イ 住民自らによる地
域・暮らしに根ざし
た取組に対する支
援（再掲）

①県内
文化施
設のネッ
トワーク
化による
有効活
用

ア 滋賀県公立文化
施設協議会などと
の連携による情報
交換など

エ 文化施設の機能
維持

カ 文化施設の連携、
協働による事業展
開（再掲）

キ 多言語化対応によ
る誘客の促進（再
掲）



滋賀県文化振興関連事業一覧
３　県民の主体的な文化活動の推進

重点施策９　文化活動の環境の整備
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

文化芸術
振興課 再

「美の滋賀」プロジェクト推
進事業

東京オリ・パラや国民スポーツ大会等を機会に、滋賀の持つ美の資源の魅力を高めるとともに、県内
各地で行われているアートや暮らしの中にある美の資源を活用して地域を元気にする取組を一元的に
情報発信する。また、プロジェクトを通じて団体間の連携を強化し、より広域的で発信力のある取組へ
と発展させるためのコーディネートを行う。

10,200 10,800

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

観光振興
局 再

観光イベント推進事業
(近江のまつり育成費補助
金)

文化的観光資源として名高いと長い歴史に培われた、「観光滋賀」を代表するにふさわしいと認めら
れるまつりに対して補助を行うことにより、本県の観光振興の促進、およびイメージアップを図る。

6,000 6,000

水産課

再

びわ湖のめぐみ魅力体感
事業（びわ湖の食文化継
承促進）

学校給食と連携し、県内の公立小学校等に通う児童を対象にびわ湖産魚介類を食材として提供。
また、学校や親子活動、公民館活動などを対象に、琵琶湖の漁業や食文化を学べる職員による出
前講座や漁業者による体験学習会を実施。

10,607 10,607

文化財保
護課 再

滋賀のまつり継承支援モデ
ル事業

祭礼行事の保存継承が困難となる地域も出てきており、県指定、県選択等の民俗芸能や祭礼行事
の保存継承をはかっていくため、あらたな支援の仕組みを検討し試行する。

－ －
組替

ウ 学校、病院などにお
ける公演、展示など
の開催
※重点９③エに再
掲

文化芸術
振興課

再

びわ湖ホール管理運営費 文化庁「劇場・音楽堂等総合支援事業」等を活用し、びわ湖ホールが自主事業として音楽の授業と
してコンサートや合唱指導を行う「ふれあい音楽教室」や、びわ湖ホール声楽アンサンブルが学校を巡
回し公演を行う事業を実施する。

946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料）

内数

文化芸術
振興課 再

県民文化活動奨励事業 民間団体などが主催する文化・芸術行事への後援、賞状交付、広報協力などを行う。 66 66

監理課
再
「夢けんせつフォトコンテス
ト」後援および知事賞賞状
交付

一般社団法人滋賀県建設業協会が主催する「夢けんせつフォトコンテスト」の後援および知事賞賞
状交付

5 5

監理課
再
「夢けんプラザ絵画コンクー
ル」後援および知事賞賞状
交付

一般社団法人滋賀県建設業協会が主催する「夢けんプラザ絵画コンクール」の後援および知事賞賞
状交付

ー ー

建築課

再

第14回「家」絵画コンクー
ル

(一財)滋賀県建築住宅センターが、県内在住在学の小学生を対象に、「夢の家、こんな家に住みた
いな、未来の家」など「家」テーマに、子ども達の創造性、独創性を引き出し、家に対する認識を深め
てもらう等の目的ため実施している絵画コンクールに対して後援および知事賞賞状交付を行う。

－ －

建築課
再
第10回「未来の家」「未来
のまち」子ども立体作品展

(公社)滋賀県建築士会が、県内公立園の年長組園児を対象に、子ども達の創造性、独創性を引
き出し、「建築・まち並み」に対する認識を深めるなどの目的のため実施している立体作品展に対して
後援および知事賞賞状交付を行う。

－ －

高校教育
課 再

学校教育関係行事の後
援等の承認および賞状交
付

公的機関、各種団体等が主催する学校教育関係行事の共催・協賛・後援および賞状を交付する。 － －

幼小中教
育課 再

学校教育関係行事の後
援等の承認および賞状交
付

公的機関、各種団体等が主催する学校教育関係行事の共催・協賛・後援および賞状を交付する。 ー ー

特別支援
教育課 再

学校教育関係行事の後
援等の承認および賞状交
付

公的機関、各種団体等が主催する学校教育関係行事の共催・協賛・後援および賞状を交付する。 － －

モノづくり
振興課

再

陶芸の森事業 伝統文化であり、地場産業である信楽焼の産地に位置する陶芸の森において、陶芸専門の展覧会
や、国内外の陶芸家を対象とした滞在型創作研修「アーティスト・イン・レジデンス」、地元陶芸家が
作品を販売する「セラミック・アート・マーケット」等の事業を実施する。

171,830
(指定管理料）

172,685
（指定管理

料） 内数

文化財保
護課 再

安土城考古博物館管理
運営費

安土城考古博物館のテーマである城郭と考古を中心とした展示、普及啓発事業等をはじめとする施
設の管理運営を指定管理者に委託し、実施する。

134,779
(指定管理料）

135,457
(指定管理料） 内数

障害福祉
課

障害者アート公募展開催
推進事業

障害のある人の造形作品の発表機会の拡充を図るため、公募作品展を開催する。 4,700 4,700

障害福祉
課

障害者造形活動推進事
業

障害のある人の造形作品の紹介にとどまらず、一般アーティストの作品とともに並列して見せる企画展
の開催など、ボーダレス・アートミュージアムＮＯ-ＭＡ(運営:(社福)グロー)が行う活動に対し、補助
する

19,000 18,000

障害福祉
課

障害者の表現活動の地域
拠点づくりモデル事業

障害のある人の表現活動が、地域主体の自立的な活動として展開されるよう、地域での活動の基盤
を形成するため、それを支える人材の育成や支援ノウハウの共有を行う事業に対し、補助する。

4,000 4,000

障害福祉
課

障害者芸術文化活動支
援センターの運営

障害者の造形活動にかかる権利保護に関する相談対応、情報提供等を行う支援センターの活動に
対し、補助する。

7,000 7,000

障害福祉
課

障害者芸術アクセシビリティ
普及促進事業

障害のある人がない人と同様に芸術に親しみ、楽しめる環境の充実に向けて、障害者が芸術を鑑賞
する機会の拡充に向けた研修会や、障害のある人を対象とした芸術鑑賞会等を実施する。

1,200 1,000

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール管理運営費 びわ湖ホールにおいて幼児、家族向け公演を提供する。 946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

文化芸術
振興課 再

文施設管理運営費 文化産業交流会館において幼児、家族向け公演を提供する。 331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

琵琶湖博
物館 再

展示事業(企画展) 博物館で行っている研究の成果を基に、オリジナル性を重視した企画展示を開催する。 9,248 8,531

③障害
者、高齢
者、子育
て中の保
護者など
の文化
活動の
充実

ア 県立美術館・博物
館における高齢者
や障害者の観覧料
の優遇などによる鑑
賞の促進

ウ 幼児、家族向け公
演・展示などの充
実（再掲）

障害者の芸術活
動への支援

イ

エ 民間団体などが主
催する文化・芸術
行事への後援、広
報協力など（再
掲）



滋賀県文化振興関連事業一覧
３　県民の主体的な文化活動の推進

重点施策９　文化活動の環境の整備
（単位：千円）

所属名 再
掲

事業名 事業内容 H30当初予算 R1当初予算 備
考

琵琶湖博
物館 再

展示事業（常設展） 「湖と人」のよりよい共存関係をめざして、琵琶湖等の地学、歴史、環境、水族の展示を実施する。 65,588 65,615

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

健康福祉
政策課 再

平和祈念館事業 県民の戦争体験を語り継ぎ、戦争の悲惨さや平和の尊さを学び、平和を願う心を育む拠点施設とし
て、資料の収集および展示、戦争体験談の聞き取り調査、さらには学校や地域に向けての平和学習
の支援等を行う。

41,747 55,520

エ 学校、病院などにお
ける公演、展示など
の開催（再掲）

文化芸術
振興課 再

びわ湖ホール管理運営費 文化庁「劇場・音楽堂等総合支援事業」等を活用し、びわ湖ホールが自主事業として音楽の授業と
してコンサートや合唱指導を行う「ふれあい音楽教室」や、びわ湖ホール声楽アンサンブルが学校を巡
回し公演を行う事業を実施する。

946,228
(指定管理料）

943,458
(指定管理料） 内数

文化芸術
振興課 再

滋賀「文化のススメ」の運
営

滋賀「文化のススメ」サイトの周知を徹底し、若手芸術家の登録数の増加・充実を図るとともに文化
施設や文化団体などへも周知することで芸術家の情報発信の支援を行う。

331,316
(指定管理料）

333,714
（指定管理

料）
内数

琵琶湖博
物館 再

情報事業 琵琶湖を中心とした日本および世界の湖沼に関する知識や情報を収集・蓄積し、それらを体系的に
分析・整理したうえで県民等に提供する。

17,903 13,644

生涯学習
課

地域で学ぼう「出前講座」 滋賀県学習情報提供システム「におねっと」において、県機関、企業、団体等が地域に出向いて実施
する「出前講座」を広く紹介し、公民館、自治会、子ども会等の生涯学習活動の支援を行う。

－ ー

生涯学習
課 再

学習情報提供システム整
備事業

県民の主体的な生涯学習を支援するため、講座等の学習機会の情報提供をはじめ、様々な生涯
学習に関する情報を提供することを目的とする。

4,799 5,106

県民活動
生活課 再

歴史的文書の保存・活用
事業

県民共有の知的資源である公文書を適切に保存・管理するとともに、歴史的価値を有する貴重な
公文書を未来に引き継ぐため、新たな公文書管理制度の構築を進める。

11,340 6,788

県民活動
生活課 再

県政史料室企画展示 県が保有する明治から戦前の公文書等（歴史的文書）を県民等に対し広く周知するため、２か月
に１回程度県政史料室において、テーマを決めて歴史的文書を展示し、関連する解読講座も実施
する。

0 0

文化芸術
振興課 再

県内文化情報提供事業 県域レベルの各ジャンルの文化芸術活動を網羅した総合的な情報冊子「れいかる」を発行するほか、
県の歴史や自然、芸術などを幅広く紹介する湖国の総合文化誌「湖国と文化」を県内外に配布し滋
賀の多様な文化を紹介する。

7,025 5,971

琵琶湖博
物館 再

情報事業 琵琶湖を中心とした日本および世界の湖沼に関する知識や情報を収集・蓄積し、それらを体系的に
分析・整理したうえで県民等に提供する。

17,903 13,644

琵琶湖博
物館 再

交流・サービス事業 自主的・主体的に博物館活動へ参加する「はしかけ制度」「フィールドレポーター制度」の支援、体験
学習プログラムの実施や講演会・観察会の開催、教員研修の取組など地域や学校などと協働事業を
実施する。

1,492 1,589

生涯学習
課

生涯学習推進事業 生涯学習に関する様々な情報提供、多様な学習ニーズに対する学習相談および視聴覚教材の貸
出しを行う。また、団体、行政等が開催する講座等の学習情報を「学びのメニューファイル」として、冊
子および電子情報で提供する。

－ －

生涯学習
課

子どもの読書啓発冊子印
刷

子どもの発達段階に応じた、本の紹介や読書の楽しみを伝える４種類の冊子（乳幼児向け、小学
校下学年向け、小学校上学年向け、中高生向け)を改訂し、印刷、配布する。

866 735

49 64 合計（指定管理料除く） 1,028,246 775,012

＜参考＞ びわ湖ホール指定管理料 946,228 943,458

文化産業交流会館指定管理料 331,316 333,714

陶芸の森指定管理料 171,830 172,685

安土城考古博物館指定管理料 134,779 135,457

指定管理料計 1,584,153 1,585,314

④情報
の発信・
取得の
環境整
備の推
進

ア インターネットの文
化情報発信サイト
の充実

イ 文化情報紙の発
行など

事業数


